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特 集 その色、その味、その香り、最高です
郷土の味 「行田在来青大豆」 ・・・・・・・・・・ P.2
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「
行
田
在
来
青
大
豆
の
枝
豆
」
の

季
節
が
や
っ
て
き
ま
す

昭
和
50
年
代
に
は
ほ
と
ん
ど
姿
を
消
し
て
し

ま
っ
た
行
田
在
来
青
大
豆
で
す
が
、
農
家
・

県
・
市
が
協
力
し
、
平
成
19
年
か
ら
再
び
栽
培

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
生
産
の
拡
大
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
行
田
在
来
青
大
豆
の
特
徴

は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
強
い
甘
み
と
独
特
の
香

り
で
す
。
中
で
も
、
青
大
豆
に
な
る
前
の
「
枝

豆
」
は
、
さ
や
も
豆
も
鮮
や
か
で
き
れ
い
な
緑

色
を
し
て
お
り
、
甘
い
香
り
と
濃
厚
な
味
が
人

気
を
集
め
て
い
ま
す
。
多
く
の
フ
ァ
ン
を
と
り

こ
に
し
て
い
る
行
田
在
来
青
大
豆
の
枝
豆
は
、

毎
年
10
月
に
収
穫
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
す
。

行
田
在
来
青
大
豆
の
枝
豆
を

た
く
さ
ん
の
方
に

楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め
に

市
で
は
行
田
在
来
青
大
豆
の
枝
豆
を
よ
り
多

く
の
人
に
楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め
に
、
販
売
場

所
の
拡
大
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
平
成
24

年
か
ら
は
、
イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル
株
式
会
社
が

フ
ー
ド
ア
ル
チ
ザ
ン
（
食
の
匠
）
活
動
で
枝
豆

を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。
フ
ー
ド
ア
ル
チ
ザ
ン

活
動
と
は
、
日
本
の
食
文
化
を
支
え
る
食
材
や

技
術
と
い
っ
た
伝
統
そ
の
も
の
を
、
地
域
と
と

も
に
保
護
・
保
存
し
て
い
く
活
動
で
す
。
枝
豆

は
県
内
イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル
店
舗
の
他
、
Ｊ
Ａ
ほ

く
さ
い
行
田
農
産
物
直
売
所
、
古
代
蓮
の
里
売

店
で
も
販
売
し
て
い
ま
す
。

〝

よ
り
取
り
見
取
り〞

行
田
在
来
青
大
豆
関
連
商
品

埼
玉
県
の
大
豆
生
産
量
は
そ
れ
ほ
ど
多
い
方

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、「
在
来
大
豆
」
は
県
内

で
28
種
類
も
あ
り
、
種
類
の
多
彩
さ
は
全
国
有

数
で
す
。

在
来
種
と
は
地
域
で
何
世
代
に
も
わ
た
っ
て

育
て
ら
れ
、
自
家
採
種
を
繰
り
返
す
こ
と
に

よ
っ
て
、
そ
の
土
地
の
環
境
に
適
応
し
て
い
っ

た
品
種
の
こ
と
で
す
。
行
田
在
来
青
大
豆
は
、

県
農
林
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
が
県
内
在
来
大
豆

の
加
工
適
正
試
験
を
行
っ
た
結
果
、
豆
特
有
の

香
り
が
高
く
、
豆
腐
な
ど
の
加
工
品
に
適
し
た

品
種
で
あ
る
と
高
い
評
価
を
受
け
、
脚
光
を
浴

び
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
平
成
23

年
に
設
立
さ
れ
た
「
行
田
在
来
青
大
豆
」
商
品

開
発
・
販
売
促
進
協
議
会
に
よ
り
、
新
た
な
加

工
方
法
と
と
も
に
さ
ま
ざ
ま
な
新
商
品
が
開
発

さ
れ
て
い
ま
す
。

「
行
田
在
来
青
大
豆
粉
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
行
中

今
年
度
、
市
は
同
協
議
会
と
連
携
し
、
国
の

補
助
金
「
地
方
創
生
加
速
化
交
付
金
」
を
活

用
し
て
、
大
豆
を
ま
る
ご
と
使
っ
た
「
行
田
在

来
青
大
豆
粉
」
な
ど
を
原
料
と
し
た
新
た
な

商
品
開
発
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
青
大

豆
粉
は
食
物
繊
維
を
含
む
植
物
性
の
ヨ
ー
グ

ル
ト
や
大
豆
乳
酸
発
酵
濃
縮
液
な
ど
へ
の
加

工
が
可
能
で
あ
り
、
そ
の
用
途
の
可
能
性
は
未

知
数
で
す
。

進
化
を
続
け
る
行
田
在
来
青
大
豆

枝
豆
や
大
豆
、
加
工
品
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

形
で
味
わ
え
る
行
田
在
来
青
大
豆
。
今
年
の

「
ぎ
ょ
う
だ
〝
夢
〞
ま
つ
り
」
で
は
青
大
豆
粉

を
使
っ
た
新
商
品
が
お
披
露
目
さ
れ
る
予
定
で

す
。
進
化
を
続
け
る
行
田
在
来
青
大
豆
に
こ
れ

か
ら
も
ご
注
目
く
だ
さ
い
。

▼ 

問
い
合
わ
せ
　
農
政
課
農
政
担
当
（
内
線

３
８
６
）

そ
の
色
、そ
の
味
、そ
の
香
り
、最
高
で
す

ぎ
ょ
う
　   

だ
　
　 

ざ  

い 

　 

ら  

い
　 

あ  

お 

　 

だ  

い  

　 

ず

行
田
在
来
青
大
豆
の
枝
豆
は
、
香
り
が
良

く
て
お
い
し
い
と
の
評
価
を
得
て
お
り
、
店

頭
に
並
ぶ
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
お
客
さ

ま
が
毎
年
増
え
て
い
ま
す
。
生
産
者
の
方
に

作
付
拡
大
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
枝
豆
と

し
て
だ
け
で
な
く
「
枝
豆
パ
ン
」
や
「
枝
豆

ま
ん
じ
ゅ
う
」
な
ど
の
加
工
品
販
売
に
も
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

行
田
在
来
青
大
豆
の
枝
豆
は
甘
み
が
あ

り
、
香
り
が
良
い
の
が
特
徴
で
す
。
今
年
も

香
り
、
味
と
も
に
良
い
も
の
が
で
き
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
こ
の
枝
豆
を
お
米
と
一
緒
に

炊
き
込
ん
で
、
枝
豆
ご
飯
に
す
る
の
も
お
す

す
め
の
食
べ
方
で
す
。
枝
豆
を
冷
凍
し
て
お

け
ば
1
年
中
楽
し
め
ま
す
よ
。

「行田豆吉クラブ」代表
河野茂夫さん（真名板）
にインタビュー

イオンリテール株式会社
神部誠司さん
にインタビュー

生産者

販売者

北関東新潟カンパニー埼玉エリア
野菜担当バイヤー  神部誠司さん

行田在来青大豆粉

大豆粉を使用したヨーグルト

その素材を使用している青大豆関連商品

しぼる 特殊加工 煎  る
い

煎り大豆お
か
ら き な 粉

豆  

乳
蒸し大豆
水煮大豆無菌大豆粉

（行田在来青大豆粉）

枝 豆

蒸す・煮る

大豆餅
青大豆クッキー
うどん

わらびもち
きな粉アイス
きなこクッキー

枝豆アイス
枝豆おかき
枝豆餡まんじゅう
カステラ

ラスク
青大豆煎餅

豆腐（寄せ、木綿）
豆乳デザート

新

大 豆

　
市
内
で
古
く
か
ら
、
田
ん
ぼ
の
あ
ぜ
で

栽
培
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
「
あ
ぜ
豆
」

と
も
呼
ば
れ
て
い
た
行
田
在
来
青
大
豆
。

　
今
月
は
、
枝
豆
と
し
て
味
わ
う
の
は
も

ち
ろ
ん
、
加
工
し
て
も
お
い
し
い
と
評
判

の
行
田
在
来
青
大
豆
を
紹
介
し
ま
す
。

郷
土
の
味「
行
田
在
来
青
大
豆
」
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　行田市消防団は、人口推移や団員確保状況を踏まえ消防団の適
正配置について検討し、市域中心部の消防団組織を見直しました。
その結果、従来市内全域を担当区域としていた団本部第1警備隊
と第2警備隊を統合し、平成28年4月1日から中央警備隊とし
ました。
　またこの組織編成に伴い、中央警備隊は旧第2警備隊の庁舎を
拠点とし、主な担当区域を忍、行田、佐間および星河地区として
活動します。
▶問い合わせ　消防本部総務課☎550―2120

行
田
商
工
会
議
所
、
南
河
原
商
工
会
お
よ
び
市
内
７
金
融
機
関
と

地
方
創
生
に
係
る
包
括
連
携
協
力
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た

　
市
で
は
、
現
在
「
人
口
減
少
の
克
服
」、「
行

田
創
生
」
へ
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
お

り
、
今
年
度
は
、
昨
年
策
定
し
た
「
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
」
お
よ
び
「
総
合
戦
略
」
に
基
づ
き
、

そ
の
政
策
目
標
や
施
策
の
方
向
性
を
具
現
化

し
、
力
強
く
実
行
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
年
で

す
。
各
種
施
策
に
お
け
る
10
年
先
、
20
年
先
の

効
果
や
成
果
を
確
実
な
も
の
と
す
る
た
め
に

は
、
地
元
企
業
や
市
民
と
連
携
し
、
知
恵
を
出

し
合
い
、
行
田
創
生
の
実
現
に
向
け
た
施
策
を

総
合
的
か
つ
継
続
的
に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
７
月
22
日
、
行
田
商
工
会
議

所
、
南
河
原
商
工
会
お
よ
び
市
内
７
金
融
機
関

と
の
４
者
間
に
よ
る
地
方
創
生
に
か
か
る
包
括

的
な
連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
今
後
、
人
口
減
少
対
策
、
地
域
経
済
の
活
性

化
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
な
ど
、
本
市
の
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
各
分
野
に

お
い
て
、
商
工
団
体
や
金
融
機
関
と
連
携
協
力

体
制
を
一
層
強
化
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
得
意
分
野
の
知
識
を
本
市
の
施
策
に
十
分
反

映
し
、
オ
ー
ル
行
田
で
中
長
期
的
な
視
点
に

立
っ
た
継
続
性
の
あ
る
各
種
施
策
を
強
力
に
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

▼
協
定
相
手
先
　

・
行
田
商
工
会
議
所

・
南
河
原
商
工
会

・
株
式
会
社
埼
玉
り
そ
な
銀
行

・
株
式
会
社
武
蔵
野
銀
行

・
埼
玉
縣
信
用
金
庫

・
株
式
会
社
足
利
銀
行

・
株
式
会
社
群
馬
銀
行

・
株
式
会
社
東
和
銀
行

・
熊
谷
商
工
信
用
組
合

▼
連
携
協
力
内
容
　

⑴
創
業
支
援
お
よ
び
地
域
企
業
育
成
に
よ

る
地
域
産
業
の
活
性
化
に
関
す
る
こ
と
。

⑵
観
光
産
業
の
活
性
化
に
関
す
る
こ
と
。

⑶
移
住
・
定
住
促
進
お
よ
び
雇
用
創
出
に

関
す
る
こ
と
。

⑷
少
子
化
対
策
お
よ
び
子
育
て
支
援
に
関

す
る
こ
と
。

⑸
空
き
家
対
策
に
関
す
る
こ
と
。

⑹
そ
の
他
地
方
創
生
の
推
進
に
関
す
る
こ
と
。

▼ 

問
い
合
わ
せ
　
企
画
政
策
課
企
画
政
策
担
当

（
内
線
３
０
８
）

行田市消防団組織の一部見直しについて

協定書を手にする工藤市長と協定先代表の皆さん

中央警備隊庁舎（旧団本部第2警備隊庁舎）

2016ぎょうだ“夢”まつり
「ぎょうだ足袋コレ」参加者を募集します

　「下町ロケット」や「半沢直樹シリーズ」などのヒッ
ト作品で知られる作家・池井戸潤さんの最新作「陸王」
が7月8日に発売されました。
　小説の舞台は本市で、老舗足袋製造業者が長年培っ
てきた足袋づくりのノウハウを生かして、ランニン
グシューズの開発に挑む物語です。
　そこで、小説の発売と併せて、行田足袋の魅力を
多くの人に再認識してもらうため、オリジナル足袋
のコンテスト「ぎょうだ足袋コレ」を昨年に引き続き、
今年も実施します。個人・団体を問わずどなたでも
参加できますので、ぜひご応募ください。
▶日 時　11月23日（水）午前11時から
▶ 場 所　産業文化会館前特設ステージ（ぎょう
だ“夢”まつりイベントステージ）

▶ 参 加 費　無料（作製するオリジナル足袋の生地
代は参加者の負担）※オリジナル足袋の作製費用
は実行委員会が負担します。

▶賞および賞品　
　 【グランプリ】旅行券（3万円分）、行田市の物産
品（予定）

　 【審査員特別賞】旅行券（1万円分）、行田市の物
産品（予定）

▶そ の 他　
　・ 参加する方（団体）は、必ず11月23日開催の

コンテストに出場してください（ステージでの
デモンストレーションも予定しています）。

　・コンテストの服装は、和装・洋装を問いません。
　・ 用意する足袋の生地は、100センチメートル×

50センチメートル以上とします。
　・余った生地は返却しません。

▶ 申し込み　①参加申込書②足袋の生地③オリジナ
ル足袋のイメージを伝える指示書（様式自由）を
10月3日㈪までに持参または郵送で、2016ぎょ
うだ“夢”まつり実行委員会事務局（商工観光課内）
に提出してください。
　 ※参加申込書は、同実行委員会事務局、行田市観
光案内所、行田市バスターミナル観光案内所、ぶ
らっと♪ぎょうだで配布します（行田市観光協会
ホームページからダウンロード可）。【持参・郵送】
〒361―8601 行田市本丸2―5 行田“夢”まつり
実行委員会事務局（商工観光課内）
▶ 問い合わせ　同実行委員会事務局（商工観光課内・
内線382）

１． 参加者は、自分の作りたい足袋の生地を用
意してエントリーします。

２． 実行委員会は、その生地を基に市内足袋製
造業者に足袋の作製を依頼します。

３． 参加者は、完成したオリジナル足袋を履き、
足袋とコーディネートした服装でコンテス
トに出場します。

４． 足袋のデザインや服装などを審査員が総合
的に審査し、グランプリなどを決定します。

「ぎょうだ足袋コレ」とは

行
田
市
商
業
振
興
対
策
委
員
会
の

委
員
を
募
集
し
ま
す

　
市
で
は
、
商
業
の
振
興
に
寄
与
す
る
た
め
、
行

田
市
商
業
振
興
対
策
委
員
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

こ
の
委
員
会
は
商
業
振
興
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
市
長
の
諮
問
に
応
じ
て
答
申
ま
た
は
建
議
す

る
た
め
の
機
関
で
す
。
こ
の
た
び
、
皆
さ
ん
の
意

見
を
幅
広
く
反
映
さ
せ
る
た
め
、
次
の
と
お
り
委

員
会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼ 

応
募
資
格
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
満
20

歳
以
上
で
、
平
日
昼
間
に
開
催
す
る
会
議
（
年

1
回
程
度
）
に
出
席
で
き
る
方
。

　
　
な
お
、
次
の
方
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

　
⑴ 

応
募
日
現
在
、本
市
の
他
の
審
議
委
員
に
な
っ

て
い
る
方

　
⑵ 

市
職
員
お
よ
び
市
議
会
議
員

▼
募
集
人
員
　
2
人

▼
任

期
　
委
嘱
し
た
日
か
ら
2
年
間

▼  

応
募
方
法
　
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
職

業
、
電
話
番
号
、
勤
務
場
所
（
ま
た
は
学
校

名
）、
商
業
振
興
に
関
す
る
レ
ポ
ー
ト
（
４
０
０

〜
８
０
０
字
程
度
）
を
記
入
し
た
書
類
（
様
式

自
由
）
を
10
月
31
日
㈪
ま
で
に
持
参
ま
た
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。
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合
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課
産
業
振
興
担
当
（
内
線

３
８
３
）
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税務課からのお知らせ

固定資産税に関する家屋実地調査にご
協力を
　市では現在、家屋の新築・増築および取
壊し調査を行っています。調査には、職員
が２人１組で伺いますのでご協力をお願い
します。
　なお、職員は「職員証」を携帯していま
す。「職員証」の提示がないなど不審に感
じた場合は、税務課までご連絡ください。

家屋を取り壊したら届け出を
　家屋を取り壊した場合には、「家屋取壊
届出書」を税務課へ提出してください。ま
た、登記してある家屋については、法務局
で滅失登記の手続きを済ませてください。
　これらの手続きが行われない場合には、
税務課で家屋の取壊しが確認できないこと
があります。
　なお、「家屋取壊届出書」の用紙は、税
務課で配布している他、市ホームページか
らダウンロードできますのでご利用くださ
い。

▶�問い合わせ　同課資産税担当（内線234）

～国民健康保険に加入している方へ～
もし交通事故にあったら

国民年金保険料の納付猶予制度の対象が
拡大しました

　国民健康保険に加入している方が、交通事故や傷害事件などで、
第三者（加害者）から被害を受けて医療機関にかかった場合、その
治療費は本来加害者（相手側）が負担すべきですが、保険証を使っ
て治療を受けることができます。
　ただし、この場合は必ず保険年金課に「第三者の行為による被害
届書」を提出することが必要です。市では、自己負担額を除いた医
療費を一時的に立て替え、提出された被害届に基づき、後で加害者
や保険会社に請求します。しかし、届け出がなければ、加害者など
への請求ができず、国保会計から医療費が支払われたままとなって
しまいます。
　交通事故などで保険証を使って医療機関にかかる場合には、必ず
「第三者の行為による被害届書」を提出してください。
▶届け出に必要なもの　
　・国民健康保険証
　・印鑑（認め印）
　・交通事故証明書
▶問い合わせ　同課国保担当（内線271･272･273）

　7月1日から、30歳未満を対象とした若年者納付猶予制度の対象
年齢が拡大され、50歳未満を対象とした納付猶予制度となりました。
　ただし、6月以前の期間は、引き続き30歳未満であった期間が納
付猶予制度の対象です。
▶問い合わせ　保険年金課年金担当（内線270・275）
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▶日 時　平成29年1月8日㈰午後1時30分開会
　（午後1時から受け付け）　
▶場 所　産業文化会館ホール
平成29年行田市新成人を祝う会実行委員を募集します
　市では毎年、新成人を祝う会実行委員会が中心
となり、新成人を祝う会の企画・運営を行ってい
ます。
▶実行委員会回数　3 ～ 5回
　※第1回実行委員会は9月23日㈮を予定
▶時 間　午後7時～ 9時
▶場 所　産業文化会館2Ａ会議室
▶対 象　平成8年4月2日から平成9年4月1
日生まれの方
▶募集人数　5人程度
▶申し込み・問い合わせ　ひとつくり支援課生涯
学習担当☎556―8319

ハタチになった皆さんの門出を祝福
～平成29年行田市新成人を祝う会

を開催します～
▶�日 時　10月12日㈬午後2時開会（午後1時
30分から受け付け）

▶�場 所　「みらい」文化ホール
▶�内 容　
　・地域安全功労者および団体表彰
　・防犯講演
　　�県警察本部防犯指導班「ひまわり」による寸劇
を交えた特殊詐欺や侵入窃盗についての講演

▶�主 催　行田市防犯協会
▶�共 催　行田市、行田警察署、行田市暴力排除
推進協議会

▶�そ の 他　大会終了後、遊技業防犯協力会による
大抽選会があります（受け付けで番号配布）。

▶�問い合わせ　行田市防犯協会☎553―3531または
防災安全課防犯対策担当（内線283）

　市では、元警察官による防犯出前講座を行ってい
ます。侵入者に対応するためのポイントや簡単な護
身術などを学び、いざというときのシミュレーショ
ンを行うことができます。
　また、行田警察署生活安全課と連携し、より幅広
いアドバイスを行うこともできます。
　まずは防災安全課までご相談ください。
▶講座内容例　
　・不審者を発見した場合の対応
　・侵入者に対応するポイント
　・通報までの伝達方法
　・有効な装備
　・注意すべきポイント

▶問い合わせ　同課防犯対策担当（内線283）

　市では、行田市建築物耐震改修促進計画の改定にあた
り、６月13日から７月15日まで市民の皆さんから意
見を募集しました。しかし、意見が無かったため、９月
１日から改定行田市建築物耐震改修促進計画を施行しま
す。
▶問い合わせ　建築開発課建築指導担当☎550―1551

　市民の皆さんの声を聴き、市政について意見交
換を行う「市政懇談会」を開催します。次の地区
を対象に懇談会を開催しますので、ぜひご参加く
ださい。
▶開催日時・場所　
　【荒木地区】9月15日㈭午後7時～ 8時30分・
荒木公民館
　【須加地区】10月11日㈫午後7時～ 8時30分・
須加公民館
▶対 象　当該地区に住んでいる方
▶そ の 他　申し込みは不要です。直接会場にお越
しください。
▶�問い合わせ　広報広聴課広報広聴担当（内線318）

行田市防犯のまちづくり・暴力追放
市民大会を開催します

防犯出前講座をご利用ください

行田市建築物耐震改修促進計画の
改定についてお知らせします

ご参加ください「市政懇談会」

平成28年行田市新成人を祝う会の様子
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▶日 時　 10月４日～ 18日の毎週
火曜日（全３回）午後1時
30分～ 3時30分

▶集合場所　 コミュニティセンターみず
しろギャラリー

▶内 容　 水城公園内の健康器具を
活用した運動や、園内をウ
オーキングすることで体力
の維持・向上を図ります

▶講 師　健康運動指導士
▶対 象　 市内在住で65歳以上の方

（医師の指示により運動
制限などのない方）

▶定 員　15人
▶申し込み・問い合わせ　高齢者福祉
課地域包括ケア担当（内線278）

　フィットネスクラブの協力により開催される「身体測定＆からだバランス体験講座」です。体組成計を使って体力年齢
などを測定したり、健康づくりや体力づくりのためのポイントを教わったりすることができます。

フィットネスクラブ一覧
施 設 名 スポーツフィールド行田 コナミスポーツクラブ行田
所 在 地 緑町8―8 持田1―4―56
電　　話 ☎553―1666 ☎555―3541

日　　時

＜全3日間＞
1日目は次の①～④の中から希望する日を選択
2日目および3日目は同月中の希望する日に参
加できます
①10月5日㈬　午前10時10分～ 11時
②10月6日㈭　午後1時30分～ 2時20分
③10月8日㈯　午後7時～ 7時50分
④10月9日㈰　午後1時30分～ 2時20分

次の①～③の講座の中から希望する講座を選択
講座①：10月25日㈫
　　　　午前11時～午後1時
講座②：10月27日㈭
　　　　午後1時15分～ 2時30分
講座③：10月28日㈮
　　　　午前11時～午後1時

講座内容

1日目：からだ測定、施設利用
2日目および3日目：軽運動、筋力アップ、   
ヨガ、プールなど

講座①「ステップアップ・ロコモフィット」（シニア向け）
 ・下半身筋力やバランストレーニング
講座②「ボディバランス30」
 ・筋力、柔軟性、バランスの向上
講座③「ステップアップ・ロコモコア」 
・下半身筋力と体幹トレーニング

定　　員 20人（先着順）※①～④各5人まで 15人（先着順）※各講座5人まで

申し込み 9月17日㈯午前10時から直接または電話で
当該施設

9月15日㈭午前10時から直接または電話で当該
施設

　「1日3食しっかり食べなければいけない」とは分かっていても1日
3回食事を作るのはなかなか難しいことです。そこで、簡単ですぐに
日常生活に取り入れられるようなメニューを紹介します。地域の方と
一緒に調理実習を交えながら高齢期の食生活について学びませんか。

回 期　日 場　所 定員（先着順）

１ 9月27日㈫ 総合福祉会館
「やすらぎの里」 20人

２ 9月28日㈬ 佐間公民館 20人
▶時 間　 午前10時～午後１時※午前9時45分から受け付け
▶内 容　【講話】高齢期の食事について
　　　　　　【調理実習】簡単でバランスの良い料理を作ります
▶講 師　小林裕子さん（管理栄養士）
▶対 象　 市内在住の65歳以上の方およびその支援に関わってい

る方※１回目は男性のみ
▶費 用　300円（材料費）※釣り銭の無いようお願いします
▶持 ち 物　エプロン、三角巾、筆記用具
▶申し込み・問い合わせ　 各日1週間前までに高齢者福祉課地域包

括ケア担当（内線278・338）

公園で若返り！パワーアップ教室

身体測定＆からだバランス体験講座
～フィットネスクラブ連携トライアル事業～

簡単！クッキング～いきいき栄養教室～

▶対 象　市内在住の20歳以上の方で、医師らから運動制限を受けていない方
▶参 加 費　無料
▶そ の 他　一施設につき一度のみの利用となります。講座内容は、参加者や施設などの状況により変更の場合あり。
▶問い合わせ　当該施設または保健センター☎553―0053

9 月は敬老月間です

地　区 開催日 場　　所

忍 １０月９日㈰ 商工センター

行　田 ９月１２日㈪ 商工センター

佐間①※1 ９月１７日㈯ 佐間公民館

佐間②※1 ９月１８日㈰ 婦人ホーム

佐間③※1 ９月１９日㈪ 婦人ホーム

持　田 ９月１８日㈰ 持田公民館

星河①※2 ９月１０日㈯ 星河公民館

星河②※2 ９月１１日㈰ 星河公民館

長野①※3 ９月１８日㈰ 長野公民館

長野②※3 ９月１９日㈪ 桜ヶ丘公民館

荒　木 ９月１８日㈰ 荒木小学校

   敬老祝金を贈呈します
　9月15日現在で、市内に引き続き1年以上居住し、住民基本台帳に記録されている満77歳、満88歳、満99
歳の方へ長寿を祝福するとともに敬老の意を表し、敬老祝金（行田商店共通商品券）を贈呈します。
※各地区を担当する民生委員が戸別配布します。

   行田市敬老祝賀式典を開催します
　在宅高齢者の介護などで高齢者福祉に功績のあった家庭（敬老模範家庭）をたたえ、表彰を行うとともに、
結婚50年（昭和41年12月31日以前に結婚）を迎える（迎えた）夫婦（金婚夫婦）に、表彰状と記念品を贈
呈します。また、敬老模範家庭については「市報ぎょうだ」11月号に掲載する予定です。
▶日　　時　 9月3日㈯午前10時
▶場　　所 　「みらい」文化ホール

   各地区で敬老会が開催されます
　各地区で開催される敬老会の日程は、次のとおりです。

地　区 開催日 場　　所

須　加 ９月１１日㈰ 総合福祉会館「やすらぎの里」

北河原 ９月１１日㈰ 北河原公民館

埼　玉 ※４

星　宮 ９月 ４日㈰ 大堰永寿荘

太井①※5 ９月１１日㈰ 太井公民館

太井②※5 ９月１９日㈪ 清水町会館

太井③※5 ９月２５日㈰ 鶴土井会館

下　忍 ９月１5日㈭ 湯本天然温泉  茂美の湯

太　田 ※４

南河原 ９月１１日㈰ 南河原小学校

※１　佐間①（大町・緑町・一佐間・二佐間・佐間神明・佐間三間）
　　　佐間②（向友会）
　　　佐間③（第一旭・第二旭）
※２　星河①（飯倉・栄町・春日・第二谷郷東第一・第二谷郷東第二・東栄・谷郷小橋団地・第三谷郷）
　　　星河②（第一斉条・斉条団地・二斎条・一和田・第二和田区・第一谷郷区・柳坪・第二谷郷新田・東台）
※３　長野①（一桜・田幡会・林区・橋場・中斉・堀の内・つるまき・満願・白山区・大下区・新田区）
　　　長野②（二桜・三桜南部・富士見中央・富士見東部・富士見西部・三桜北部・桜ヶ丘・富士見北部・長野住宅）
※４　埼玉地区および太田地区は、単位自治会ごとに日時・場所が異なります（対象者へは各自治会から連絡があります）。
※５　太井①（門井・門井二丁目・棚田町・西新町・壱里山・門井団地・押上町・深水町）
　　　太井②（清水町）
　　　太井③（第三門井）
▶問い合わせ　高齢者福祉課高齢福祉担当（内線225）
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　18世紀半ば以降、異国船が日本列島の近海に頻繁に現れるよ
うになり、忍藩は幕府から江戸湾沿岸警備の一翼を担うよう命じ
られました。本展覧会では、忍藩の動向をめぐる資料を中心に展
示することで、沿岸警備の実態と人々の活動を紹介します。

▶ 期　　間　10月８日㈯～ 11月27日㈰※祝日および11月14
日㈪を除く毎週月曜日と10月11日㈫、11月４日㈮・24日㈭
は休館
▶ 開館時間　午前９時～午後４時30分（入館は午後４時まで）
▶場　　所　郷土博物館企画展示室
▶ 入 館 料　【個人】大人200円、大学・高校生100円、小・中
学生50円　【団体】大人160円、大学・高校生80円、小・中
学生40円

公開講演会
▶日　　時　11月５日㈯午後２時～３時30分
▶講　　師　淺川道夫さん（日本大学国際関係学部教授）
▶演　　題　江戸湾海防の軍事戦略
▶定　　員　80人
▶申し込み　電話で同館　

学芸員による展示解説
▶ 日　　時　【第１回】10月16日㈰午後２時30分～３時30分
　　　　　　【第２回】11月19日㈯午後２時30分～３時30分
▶場　　所　郷土博物館企画展示室

火縄銃演武の開催
▶日　　時　11月13日㈰【第１回】正午　
　　　　　　　　　　　　 【第２回】午後１時30分
▶場　　所　忍城址東門
▶演武団体　獅子の会

▶問い合わせ　同館☎554―5911

　諏訪山遺跡では、縄文時代のムラの跡を発掘調査
しています。縄文時代のムラ跡からは、住居の跡や
たくさんの縄文土器や石器が発見されました。
　遺跡見学会では、発見された土器や石器の見学も
できます。5,000年前の行田を、ぜひご覧ください。

▶日　　時　９月25日㈰【第１回】午前10時
　【第２回】午後１時※雨天決行
▶ 場　　所　「みらい」東側駐車場入口から東へ徒歩
１分
▶ そ の 他　車で来場される方は、「みらい」東側駐
車場をご利用ください。
▶ 問い合わせ　文化財保護課文化財保護担当☎553―
3581または内線5321

第30回企画展 江戸湾沿岸警備と忍藩

米船渡来旧諸藩士御固之図（当館所蔵）

「歴史のまち行田」探訪ツアー
　小学生のお子さんがいる家族を対象に市内の博物館や文化財を
巡るツアーを行います。

▶日　　時　10月16日㈰午前10時～午後３時15分　
▶集合場所　郷土博物館　
▶ 行　　程　郷土博物館→埼玉古墳群→さきたま史跡の博物館→
昼食→八幡山古墳→郷土博物館(見学と工作イベント)　
▶対　　象　市内在住の小学生とその家族　
▶定　　員　25人（先着順）　
▶参 加 費　無料　
▶ そ の 他　事前に申し込みが必要です。昼食は各自で用意して
ください。郷土博物館からの移動はマイクロバスを用意します。
郷土博物館学芸員が同行し、ガイドを行います。　
▶申し込み・問い合わせ　電話で同館☎554―5911

ただいま発掘調査中
　遺跡見学会を開催します
5,000年前の縄文時代にタイムスリップ

ほぼ完全な形で発掘された縄文式土器（約5,000年前）

獅子舞を見に行こう2
　市内には現在、6つの地域で獅子舞が継承され、市
の無形民俗文化財に指定されています。今回は若小玉、
野の獅子舞についてお知らせします。
　地域の歴史を伝える貴重な民俗芸能の演舞をご覧く
ださい。

獅子舞演舞日程

※ 日時、演舞内容は変更になる場合があります。詳細は市ホー
ムページで確認（1カ月前ぐらい）するか文化財保護課に問
い合わせください。

▶問い合わせ　同課文化財保護担当☎553―3581

名　称 日　時 場　所 演　目 内　容

若小玉の
獅子舞

9月18日㈰
午前10時
午後7時50分
午後8時50分

若小玉の勝
呂神社・諏
訪神社・秋
葉神社

橋掛り、
花係り・
鐘巻

午前中は3つ
の神社で短く
演舞し、夜は
勝呂神社で2
回演舞しま
す。

野の
獅子舞

10月30日㈰
午前9時30分
午前10時30分
午後2時
午後3時

野の久伊豆
神社
諏訪神社
満願寺
氷川神社

雌 獅 子
隠し

野の久伊豆神
社から氷川神
社まで1日か
けて回り、各
寺社で演舞し
ます。

加須保健所 ひきこもり家族教室 加須保健所 ひきこもり講演会

▶場　　所　加須保健所小会議室（加須市南町5―15）
▶ 対　　象　同所管内在住で、明らかな発達障害や精神科などの病
気が背景にない青年期のひきこもり状態にある方の家族で、3日
間参加できる家族
▶定　　員　10人
▶費　　用　無料
▶そ の 他　事前に来所相談していただき、参加の可否を決定します。
▶ 申し込み・問い合わせ
　 10月17日㈪までに電話で同所精神保健担当☎0480―61―
1216

▶ 日　　時　
　 10月5日㈬午前10時～ 11時15分（午前9
時45分から受け付け）

▶ 場　　所　
　加須保健所2階大会議室（加須市南町5―15）
▶ テ ー マ　
　「ひきこもる子ども（思春期・青年期）の心理」
▶講　　師　高橋良臣さん（臨床心理士）
▶ 対　　象　
　 おおむね中学生以上で、ひきこもり状態にあ
るお子さんの家族

▶定　　員　40人
▶参 加 費　無料
▶ 申し込み・問い合わせ
　 9月28日㈬までに電話で同所精神保健担当
　☎0480―61―1216

　 日　　時 テーマ 講　師

1日目 10月26日㈬
午前10時～正午

精神科医からみた「ひきこもり」
の背景にある病気や障害 精神科医

2日目 12月7日㈬
午前10時～正午

ひきこもる青年の心理と対応 臨床心理士
3日目 平成29年2月1日㈬

午前10時～正午

排水設備工事責任技術者資格認定共通試験を行います

▶試 験 日　11月27日㈰
▶試験会場　埼玉工業大学（深谷市普済寺1690）
▶受験資格　次のいずれかに該当する方
　① 高等学校の土木工学科またはこれに相当する課程を修

了して卒業した方
　② 高等学校を卒業した方で、排水設備工事などの設計ま

たは施工に関し、１年以上の実務経験を有する方

　③ 排水設備工事などの設計または施工に関し、２年以上
の実務経験を有する方

　④①～③に準ずる方
▶受 験 料　10,000円
▶ 申込方法　下水道課で配布している受験案内を参照の
上、10月７日㈮までに郵送で申し込みください。

▶問い合わせ　同課☎564―0303

VR360°動画「姫と逃げろ！」を公開しました
　市では、市内にある遊歩道・サ
イクリングロードのプロモーショ
ンとしてVR360°動画『姫と逃げ
ろ！』を制作、このほど公開しま
した。
　VRとはバーチャル・リアリティ
の略で視聴者のアクションに合わ
せて動画の画角も変わり、まるで
自分がその場にいるかのような感
覚を味わえます。
　この動画は、「忍城おもてなし甲
冑隊」に“とある客人”が忍城を案内
してもらっている時、突然、忍者
が襲撃。客人と甲斐姫が遊歩道を使って逃げるというストーリーとなっています。そして、視聴者は、
この物語を客人目線で楽しむことができます。最新技術を使った面白い動画となっています。ぜひ
ご覧ください。なお、動画の特性上、スマートフォンでの鑑賞をおすすめします。
【ぎょうだ動画チャンネル（YouTube）】https://www.youtube.com/watch?v=8yKMu6ZRdBo
※この動画は「埼玉県ふるさと創造資金」を活用して制作しました。

▶問い合わせ　広報広聴課広報広聴担当（内線318）

スマートフォンで
二次元バーコード
を読み取りご覧く
ださい。
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談相種各 （9月15日～10月14日）

相　　談 場　　所 期　　　　日 時　　　間 問い合わせ

法律(予約制） 産業文化会館
2階会議室

9月27日㈫、10月13日㈭
※ 予約はその月の１日から(土・日曜日、
祝日の場合は翌日）

午前9時20分～正午

地域づくり支援課
（内線252）行政 産業文化会館

2階会議室 10月3日㈪　 午後1時30分～ 3時30分

消費生活
多重債務 市役所 毎週月～金曜日(祝日を除く） 午前9時30分～午後3時

30分

結婚相談 VIVAぎょうだ 10月2日㈰　　 午前10時～正午
NPO法人行田結婚支
援センター☎090―
2416―9692

  相続、遺言、離婚、
  日常生活の困り事

忍・行田公民館 10月15日㈯※予約制 午前10時～午後5時
(受け付けは午後4時まで)

埼玉県行政書士会埼北
支部☎554―2702

不動産 市役所 9月21日㈬　　 午前9時～正午
㈳埼玉県宅地建物取
引業協会北埼支部
☎562―5900

夫婦関係・DVなど
（予約制） VIVAぎょうだ

毎週木・土曜日　
※ 各土曜日は市内在住の方を対象に電話
相談も受け付けます。

午後1時～４時
(電話相談は午後1時～ 2時)

VIVAぎょうだ
☎556―9301

内職 市役所 毎週月～金曜日(祝日を除く） 午前9時～午後5時 商工観光課
（内線383）

人権 きっずプラザあおい 10月12日㈬ 午後1時30分～ 3時30分 人権推進課
（内線221）

税務(予約制）
関東信越税理
士会行田支部
（市役所前）

毎週水曜日（祝日を除く）※予約受け付け
は毎週月・水・金曜日（祝日を除く）の午前
10時30分～午後3時30分

午後1時～ 4時
関東信越税理士会
行田支部
☎554―1411

水道料金の
休日納付 水道庁舎（前谷） 10月2日㈰　 午前8時30分～正午

水道課
☎553―0131水道料金の

夜間納付 水道庁舎（前谷） 9月20日㈫・27日㈫、10月11日㈫ 午後5時15分～ 7時

・測定箇所　行田消防署本署地内　・測定高　１メートル
8月21日㈰  午前9時 0.06マイクロシーベルト(晴れ)　午後3時 0.05マイクロシーベルト(晴れ）

今月の納税
固定資産税・都市計画税   ・・・・・3期
国民健康保険税 ・・・・・・・・・3期
介護保険料 ・・・・・・・・・・・3期
後期高齢者医療保険料 ・・・・・・3期

納期限　9月30日㈮
市税の納付には、｢安心！確実！便利！｣
な口座振替をご利用ください。

▼ 
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ゆずってください

▷ベビーカー　▷たんす　▷電気ストーブ　▷三面鏡　
▷果実酒貯蔵瓶　▷オイルヒーター

▷椅子  ▷シュレッダー　▷石油ストーブ  ▷大人用自転
車  ▷ウオーキングマシン ▷大人用二段ベッド　▷茶釜　
▷アップライトピアノ　▷ウクレレ　▷ミシン（家庭用）　
▷ファクス（家庭用）　▷電動芝刈り機　▷パン焼き器

不
用
品
情
報

水道工事による交通規制のお知らせ
　市では、安全で安定した給水を確保するため、老朽化している幹線の水道管を入れ替える工事を計画的に進
めています。
　工事期間中は、昼間通行止めおよび片側交互通行による交通規制を行うことになりますので、通行の際は工
事案内看板、誘導員の指示に従ってください。大変ご迷惑をお掛けしますが、皆さんのご理解とご協力をお願
いします。

▶工事期間　10月中旬から平成29年３月下旬（予定）まで
▶工事箇所　忍二丁目地内外（下図参照）
▶問い合わせ　水道課工務担当☎553―0131

ヤマダ電機
〒行田郵便局

　 行田
八幡神社 ネッツ

トヨタ
埼玉田代医院

がってん
寿司行田店

行田市役所

コミュニティセンター
みずしろ

市民プール

国道125号

工事箇所

埼玉りそな銀行

NTT

エコス

オータムジャンボ宝くじ
を発売します

　今年のオータムジャンボ宝くじの賞金は、１等・前
後賞合わせて５億円です。この宝くじの収益金は、市
町村の明るいまちづくりや環境対策、高齢化対策など
地域住民の福祉向上のために使われます。
１　等… ３億円×14本（発売総額420億円・14ユニッ

トの場合）
前後賞… 各１億円×28本（発売総額420億円・14ユニッ

トの場合）

▶発売期間　9月26日㈪～ 10月14日㈮
▶発売場所　全国の宝くじ売り場
▶抽 選 日　10月21日㈮
▶問い合わせ　 (公財)埼玉県市町村振興協会☎048―

822―5004

※毎月の相談と場所・期日・時間が異なりますので、ご注意ください。

平成28年度
保育士合同就職面接会

▶日　　時　 10月24日㈪午後１時～４時（午後０時
30分から受け付け）　

▶場　　所　 大宮ソニックシティ地下第１展示場他（さ
いたま市大宮区桜木町１―７―５）　

▶内　　容　 企業人事担当者と参加者の個別面接会お
よびハローワーク職員による就職相談　

▶対　　象　 保育士、保育補助者などとして就職を希
望する方

▶参 加 費　無料　
▶持 ち 物　 履歴書、自己ＰＲ書など（複数枚）
　　　　　　※ ハローワークに登録している方は、ハ

ローワークカードを持参のこと　
▶そ の 他　 事前申し込み不要。参加企業は80社（予定）。

参加企業など詳細は９月中旬に埼玉労働局
ホームページ（イベント情報）に掲載します。

▶問い合わせ　 埼玉労働局職業安定課職業紹介係☎048
―600―6208または県少子政策課企画・
人材確保担当☎048―830―3349

高齢者カラオケ教室（秋コース）
▶日　　時　 10月５日～ 26日の毎週水曜日（全４回）午

前10時～正午　
▶場　　所　総合福祉会館「やすらぎの里」第２研修室
▶対　　象　市内在住のおおむね65歳以上の方　
▶定　　員　35人（定員を超えた場合は抽選）　
▶参 加 費　無料　
▶持 ち 物　筆記用具、水分補給用ドリンク　
▶申し込み　 ９月14日㈬午前９時から直接または電話で

行田市社会福祉協議会（原則本人または家族
の申し込み）

　　　　　　※ 代理は不可、夏コースに参加していない
方を優先します　

▶問い合わせ　同協議会☎557―5400

平成28年度　
行田市人権教育合同学習講演会

▶日　　時　 10月15日㈯午後１
時30分 開演

▶場　　所　「みらい」文化ホール
▶演　　題　 「違いを楽しみ、力

にかえる～多文化共
生“新”時代～」　　

▶講　　師　 にしゃんたさん（大
学教授）

▶内　　容　 難しいこともいかに
楽しく笑いを通して伝えるかをモットーに、
親日国のスリランカ、そして日本の都会と
地方の両方で生活して肌で感じたことなど
について語ります。

▶入 場 料　無料
▶主　　催　 行田市教育委員会、北埼玉地区人権フェス

ティバル実行委員会、行田市人権教育推進
協議会

▶そ の 他　 手話通訳を行います。また、小・中学生が
描いた人権ポスターや標語を展示します。

▶問い合わせ　ひとつくり支援課☎556―8319

にしゃんたさん
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保　健　案　内保　健　案　内 保健センター
長野2－3－17
TEL：５５３－００５３
ＦＡＸ：５５５－２５５１

14

・診療科目……内科、小児科、外科
・診療時間……午前10時～午後５時
　※ 医療機関が変更されることがありますので、事前

に問い合わせください。
・壮幸会行田総合病院　☎552―1111
・清幸会行田中央総合病院　☎553―2000
◇ 夜間などの急病やけがで受診できる医療機関を知りたいとき
・行田市消防署　☎550―2123
・ 埼玉県救急医療情報センター　☎048―824―4199
◇埼玉県小児救急電話相談「♯8000」
・ 県内どこからでも「♯8000」をプッシュすると相談
窓口につながります(携帯電話可)。
・相談時間【月～土曜日】午後７時～翌日午前７時
　　　　　  【日曜日、祝日】午前７時～翌日午前７時
◇埼玉県大人の救急電話相談「♯7000」
・ 県内どこからでも「♯7000」をプッシュし、音声ガ
イダンスに従ってボタン１を押すと相談窓口につな
がります(携帯電話可)。
・相談時間【月～土曜日】午後6時30分～ 10時30分
　　　　　   【日曜日、祝日】午前9時～午後10時30分

休日急患診療
期　日 医療機関名 期　日 医療機関名

9月18日（日) 壮幸会行田総合病院 10月 2日（日)) 壮幸会行田総合病院

9月19日（月) 清幸会行田中央総合病院 10月 9日（日)) 壮幸会行田総合病院

9月22日（木) 壮幸会行田総合病院 10月10日（月) 清幸会行田中央総合病院

9月25日（日) 清幸会行田中央総合病院 　 　
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　8月1日から、4カ月児健診が個別健診になりました。
4カ月児健診を受診する際に必要な受診票の配布、健
診の受診方法、予防接種や育児に関する説明などを行
います。

日　　時　 9月26日㈪午前10時30分～11時30分（午
前10時から受け付け）

場　　所　保健センター
対　　象　 平成28年7月生まれのお子さんとその保

護者
　　　　　※対象者には通知します。
　　　　　※ 平成28年8月1日生まれ以降のお子さ

んがいる方は、3月に世帯配布した「保健
センターのお知らせ」をご覧ください。

赤ちゃんクラス

在宅医療窓口
◇「病気があるが、足が不自由で通院できない」「寝たき
　りの家族がいて床ずれが心配」などの相談があるとき
・在宅医療支援センター　☎553―2060
・ 相談時間　午前9時～午後5時(土・日曜日、祝日、年
末年始を除く)

◇「歯科医院への通院が困難」「訪問歯科診療を行って
　いる歯科医院が知りたい」などの相談があるとき
・在宅歯科医療推進窓口　☎080―1391―8020
・ 相談時間　午前10時～午後3時(正午～午後1時を
除く)※土・日曜日、祝日、年末年始を除く

おとなの健康
こころの相談 (要申し込み)
日 時　9月16日㈮　
　　　　　※時間は申し込みの際にお知らせします。
場 所　保健センター
対 象　 いつも不安、夜眠れない、生活のリズムが

乱れている、自分の性格や人間関係に悩ん
でいる、飲酒量が多くやめられないなど、
こころに悩みのある方

そ の 他　随時、電話での相談も受け付けます。

乳幼児健診
健 診 名　 １歳６カ月児健診、２歳児歯科健診、３歳

児健診
そ の 他　 転入されたお子さんで、前住所地で受診して

いない方は保健センターにご連絡ください。

離乳食教室（初期）（要申し込み）
日　　時　 10月6日㈭午前10時30分～ 11時30分

（午前10時15分から受け付け）
対　　象　4～ 5カ月のお子さんとその保護者

離乳食教室（中期）（要申し込み）
日　　時　 10月7日㈮午前10時30分～ 11時30分

（午前10時15分から受け付け）
対　　象　7～ 8カ月のお子さんとその保護者

離乳食教室（後期）（要申し込み）
日　　時　 9月15日㈭午前10時30分～ 11時30分

（午前10時15分から受け付け）
対　　象　9～ 11カ月のお子さんとその保護者

※いずれも場所は保健センター

子どもの健康

B型肝炎予防接種
　10月1日からB型肝炎予防接種が予防接種法に
基づく定期予防接種になります。対象は平成28年
4月1日以降に生まれた1歳未満のお子さんです。
準備が整い次第、対象者には直接通知します。

女性のためのがん予防講座
～あなたの未来を守る～

　近年、子宮がん・乳がんの患者数は急増しています。しかし、
これらのがんは早く発見して適切な治療を受ければほとんど
が治る病気です。正しい知識を得て、日頃の生活を振り返り、
早期発見のために今日からできることを考えてみましょう。

骨と歯健康！コツコツ教室
　健康で豊かな生活を送るためには、「生涯自分
の足で歩ける」「生涯自分の歯で食事ができる」
ことが重要です。骨粗しょう症やロコモティブシ
ンドロームを予防し、口

こうくう
腔機能を維持するための

正しい知識を取得して、これからも生き生きした
生活を送りましょう。

　 日　時 内　容

1日目
10月6日㈭
午後2時～
3時30分

・医師講話
　 凌晨光さん（行田中央総合病
院医師）
・健康ミニ講話

2日目
10月27日㈭
午後1時～
2時30分

・歯科医師講話
　 清水泰治さん（いちり山歯科
医院歯科医師）
・健康ミニ講話

※2日間で1コースです。

場　　所　商工センター 401研修室
対　　象　市内在住の方
定　　員　30人（先着順）
持 ち 物　健康手帳、筆記用具
申し込み　直接または電話で
　　　　　保健センター

ロコモ予防講演会
　ロコモとは、ロコモティブシンドロームの略で、
「運動器の障害」により要介護状態になるリスクが
高いことです。そこで、ロコモを予防するにはど
うしたらよいか、この機会にみんなで学んでみま
せんか。

日　　時　 10月18日㈫午後2時～ 3時30分（午
後1時40分から受け付け）

場　　所　商工センターホール
内　　容　 講演「ロコモを予防して、健康長寿を

延ばそう」
　　　　　講師：ファイザー株式会社所属医師
申し込み　 9月20日㈫から直接または電話で保

健センター

日　時 内　容

10月5日㈬
午後2時～3時30分
(午後1時45分から
受け付け）

・医師講話「子宮がん検診について」
　講師：福庭一人さん（行田中央総合病院医師)
・健康ミニ講話（保健師・栄養士）
　乳がんの自己視触診法、食生活チェックなど

場　　所　商工センター 403研修室
対　　象　市内在住の女性
定　　員　60人（先着順）
持 ち 物　健康手帳、筆記用具
申し込み　直接または電話で保健センター

「ピンクリボンinぎょうだ」
～みんなで 未来いっぱい 夢いっぱい～
　10月1日は「ピンクリボンデー」です。本市では、乳がんの
正しい知識及び検診の早期受診の普及啓発の一環として、「ピ
ンクリボンinぎょうだ」を行います。ぜひご来場ください。

忍城をピンクにライトアップ
日　　時　10月１日㈯午後5時～６時（荒天中止）
　　　　　※点灯式は、午後5時30分開始予定
場　　所　忍城址東門付近
内　　容　・ くまがやピンクリボンの会コー

ナー
　　　　　・キリンビバレッジコーナー
　　　　　・ ピンクにライトアップされた忍

城をバックにした写真撮影　
そ の 他　  ライトアップ期間は10月1日㈯

～ 10日㈪です。　
ヤング乳がん検診
日　　時　 10月1日㈯午後2時30分～ 5時30分（検査時

間は1人10分程度）
場　　所　産業文化会館２階第２会議室
対　　象　 20歳～ 39歳の女性（平成29年3月31日現在）
定　　員　25人（申し込み多数の場合は抽選）
検査方法　 ①問診　②女性技師による乳房超音波検査（エ

コー検査）
　　　　　※ 若い女性は乳腺が密なため、マンモグラフィー

検査では乳腺と乳がんの区別がしにくく、乳
がんが発見しづらいといわれています。乳房
超音波検査は、若い女性のしこりを見つけや
すい検査です。また、検診当日に乳がん自己
検診体験ができます。

費　　用　無料
そ の 他　 受診が確定した方には、検診時間を指定した受

診券をお送りします（時間の指定はできませんの
で、ご了承ください）。

申し込み　9月21日㈬までに電話で保健センター
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市立図書館　佐間3－24－7(「みらい」内)　ＴＥＬ：556―4227　ＦＡＸ：555―3770

開館時間　午前9時30分～午後7時
休 館 日　9月1日㈭・5日㈪・12日㈪～16日㈮・20日㈫
　　　　　・26日㈪・30日㈮、10月3日㈪・11日㈫
　　　　　※休館中の図書の返却はブックポストをご利用ください。

・陸王　池井戸潤／著
・アンマーとぼくら　有川浩／著
・ コミュ障は治らなくても大丈夫 コミックエッセイで
わかるマイナスからの会話力　吉田尚記，水谷緑／著
・さくら坂　千葉朋代／作
・ 旗のほん　世界の旗とその物語　ロブ・コルソン／
著，上野和子・林径子／訳
・ スタジオジブリの乗りものがいっぱい　スタジオジ
ブリ／監修，徳間書店児童書編集部／編

新 着 図 書

定例イベント✿親子で楽しいひとときを✿

＜DVD＞
・ももへの手紙
・ 図書館戦争
　THE LAST MISSION
・ ホビット　
　竜に奪われた王国
他2点

＜CD＞
・REFLECTION
　（Mr.Children）
・Butterflies
　（BUMP OF CHICKEN）
・1989
　（テイラー・スウィフト）
他6点

イベント名 日　　時 内　　容 対　　象 協力団体など 場　所

ボランティアによる
おはなし会

9月18日㈰午後2時

絵本や紙芝居など 幼児・小学生

おしゃべりインコの会

図書館
おはなしの
へや

9月24日㈯午前11時 おはなしタンバリン

10月1日㈯午後2時 おはなしの会

10月8日㈯午後2時 おはなしポケット

とことこおはなし会
9月21日㈬、10月12日㈬
午前10時30分～11時
※とことこタイムで実施

絵本、手遊び、パネ
ルシアターなど 0歳～３歳児くらい

図書館職員が実施

てくてくおはなし会 10月2日㈰
午前11時～11時30分 絵本や紙芝居など ４歳児くらい～小学生

英語のおはなし会 10月9日㈰午前11時 英語の歌遊びや絵本
の読み聞かせ

幼児・小学生

ハートイングリッ
シュスクール

子ども映画会 9月17日㈯午後2時 どんぐりと山猫 図書館職員が実施

ブックスタート 9月21日㈬・28日㈬
午前10時～正午

絵本の読み聞かせ、
育児のアドバイス、
絵本セットの手渡し

平成28年4月1日～
5月31日生まれのお
子さんとその保護者
※母子健康手帳を必
ずお持ちください

NPO法人
子育てネット行田

図書館
ミーティン
グルーム
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　絵本を通したコミュニケーションは子どもに愛情を
伝え、生きる力を育てます。パパママ同士、赤ちゃん
同士で触れ合う良い機会にもなりますので、ぜひご参
加ください。

日　　時　10月7日㈮午前10時30分～ 11時45分
場　　所　中央公民館レクリエーション室（「みらい」内）
内　　容　・ 絵本の読み聞かせ、手遊び、工作などを

親子一緒に楽しみます。
　　　　　・絵本の選び方や子育てのこつを学びます。
　　　　　・ 子育ての不安や疑問など、講師を交えて

グループトークを行います。
講　　師　 島田ユミ子さん、小出厚子さん、平井直美さ

ん（いずれも埼玉県家庭教育アドバイザー）
対　　象　乳幼児と保護者
定　　員　15組程度
参 加 費　無料
申し込み　 事前に図書館で配布している申込書に必要

事項を記入の上、直接提出してください。
（電話での申し込み可）

うたって、あそんでわくわく
親子の絵本講座（秋の巻）

新着DVD・新着CD

　図書館ホームページを活用するととても便利です。
ここでは、おすすめのサービスを紹介します。

＜資料の検索＞
　 来館いただかなくても、ホームページから図書館の
資料を探すことができます。
＜新着資料一覧＞
　現在から1カ月前までの新着資料をご覧いただけます。
＜貸出ベスト一覧＞
　過去3カ月間で貸出数の多い資料をご覧いただけます。

【利用者番号・パスワードの入力が必要なサービス】
＜資料の予約＞
　貸出中の資料に限り、資料の予約ができます。
＜貸出資料の期限の延長(1回のみ)＞
　返却期限内で次の予約が無い場合に限り、資料の返
　却期限を延ばすことができます。
※パスワードは、ホームページから登録できます。

　【図書館豆知識】
図書館ホームページの便利なサービス
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外国人案内ボランティアとして
活躍しませんか

　埼玉県を訪れる外国人観光客は、年々増えています。県では、
4年後の東京オリンピック・パラリンピックに向けて、外国人観
光客などに対して県の魅力を伝え、おもてなしのできる「外国人
案内ボランティア」を育成しています。講座では、初級者向けの
語学レッスン（英語・中国語）も行いますので、語学力は問いません。
県内在住の外国人の皆さんもぜひご参加ください。

▶期日・時間・内容

彩の国動物愛護推進員を
募集します

　県では、動物の愛護及び管理に関する法律第
38条の規定に基づき、動物の愛護や正しい飼
い方に関する知識情報などの普及啓発にボラン
ティアとして積極的・自主的にご協力をいただ
ける「彩の国動物愛護推進員」を募集します。

▶募集期間
　9月1日㈭～ 11月30日㈬
▶活動内容
　・ 動物の愛護と適正な飼養･管理の重要性に

ついて、地域住民の理解を深めるための啓
発活動

　・ 地域住民の求めに応じた、繁殖制限措置に
関する助言や譲渡仲介の支援など

　・ 動物の愛護と適正飼養を推進するため県が
行う施策への協力

　・ その他、動物の愛護と適正な飼養の推進の
ため県が必要と認めること

▶申し込み
　 県ホームページ、県内各保健所（さいたま市、
川越市、越谷市を除く）および県動物指導セン
ターで配布している募集要領を参照し、申し
込みください。
▶問い合わせ
　 県生活衛生課総務･動物指導担当 ☎048―
830―3612

▶場　　所　熊谷市商工会館大ホール（熊谷市宮町2―39）
▶対　　象　県内在住・在勤・在学の16歳以上の方
▶定　　員　100人（申し込み多数の場合は抽選）
▶受 講 料　無料
▶ 申し込み　平成29年1月13日㈮までに(公財)埼玉県国際交
流協会ホームページの申し込みフォームから申し込みください。

▶ そ の 他　上記の日時・場所以外でも行われますので、詳し
くは同協会へ問い合わせください。

▶ 問い合わせ　同協会☎048―833―2992

期　　日 時　　間 内　　容

平成29年
1月24日㈫

午前10時～正午 ボランティアを行う上での基礎知識、日
本のおもてなしを学ぶ

午後1時～2時 スポーツ大会ボランティアや県内で開催
される国際大会について学ぶ

午後2時～3時 応急手当からAEDの使い方まで実践を含
め学ぶ

平成29年
1月31日㈫

午前10時～午後
3時

ロールプレイ形式で英語、中国語を使い、
ボランティアを実践※言語別
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　８月３日～５日の３日間、平成28年度三市中学生交流事業が実
施され、白河市・桑名市の中学生計13人が行田市を訪れました。
行田市の8人の代表生徒とともに、市内の観光スポットの他、長
瀞を訪れ、交流を深めました。
　また、８月４日には、古代蓮会館工作室で三市の中学生53人に
よる、いじめ問題を考える三市中学生フォーラムが開催されまし
た。８班に分かれてワークショップを行い、自校のいじめ問題の
課題やいじめを生まないための取り組みについて、具体的で有
意義な意見が交わされました。

　7月29日、市内の中学3年生を対象としたステップアップ普通
救命講習が行田グリーンアリーナで開催されました。
　この講習は昨年度救命入門コースを受講した生徒のうち希望
者を対象にして初めて実施されたもの。参加した27人の生徒は、
救急救命士や応急手当普及員の指導の下、人形を使い、人工呼吸
や心肺蘇生法、ＡＥＤの使い方を学びました。参加者は、いざとい
う時に行動できるよう真剣な表情で講習に取り組んでいました。

　7月9日から今年度の講義がスタートした子ども大学ぎょうだ。3回目の学
習プログラムとなる7月30日は、ＶＩＶＡぎょうだ調理室で子供たちがゼリーフ
ライづくりに挑戦しました。
　地域を知り郷土愛を育てる「ふるさと学」の一環として行われたこの授業で
は、行田フライ・ゼリーフライ友の会会長の飯嶋隆夫さんが指導に当たりまし
た。子供たちは材料を混ぜ合わせるのに苦労していましたが、形を整える工
程では小判型や星型、ハート型などにして楽しそうに取り組んでいました。
　揚げたてのゼリーフライを食べた子供たちからは笑顔がこぼれ、この講義
を通じて郷土の味を堪能できたようでした。

　７月31日、総合公園市民広場で、「みんなでラジオ＆ながちか
体操会」が開催されました。
　これは、身体機能の向上と健康増進を目的に今回初めて実施
されたもの。ながちか体操の制作・普及に携わっている健康運動
指導士やＮＰＯ法人全国ラジオ体操連盟公認指導者が正しい体
操について実技指導を行いました。
　早朝から集まった約６００人の参加者は、朝のすがすがしい空気
の中、気持ちよく体を動かしている様子でした。

い ざというときに備えて

三 市の中学生がいじめ問題で意見交換

ゼ リーフライづくりに挑戦！

ラ ジオ体操とながちか体操で健康増進

ステップアップ普通救命講習

平成28年度三市中学生交流事業

　8月2日から5日にかけて中央公民館和室で夏休み伝統文化体
験教室が開催されました。
　3日には彩irodori書家美蓮さんによるアート書道体験が行わ
れ、小学3年生から6年生までの25人が参加。筆や割り箸などを
使って線の書き方を練習した後、はがきサイズのアート書道に挑
戦しました。色筆ペンやパステル、和紙などを使って個性豊かな
作品を作り上げた参加者は、手書き文字の面白さや自由に表現す
ることの楽しさを知ることができたようです。

個 性豊かなアート書道を体験
夏休み伝統文化体験教室

　７月24日、「みらい」文化ホールで行田市ＰＴＡ連合会学習講演会が
開催され、ピーター・フランクルさんが「人生を楽しくする方法」と題し
た講演を行いました。
　数学者や大道芸人として知られるピーターさんは、ジャグリングをし
ながら軽快に登場。講演では、数学の問題や大道芸を織り交ぜ、会場
を大いに沸かせました。ピーターさんの「一人一人が人生の主人公。
人生が楽しくなるかどうかは、自分の努力次第」などという言葉から、
来場者は人生を楽しむためのヒントを得ることができたようです。

人 生を楽しむヒント
行田市PTA連合会学習講演会

子ども大学ぎょうだ

みんなでラジオ＆ながちか体操会

　8月5日、消防署で「夏休み1日消防士体験」が行われました。
　今年は60人が参加し、消防隊員の説明を受けながら間近で消
防車両や救急車を見学したり、放水訓練をしたりしました。1本
の張られたロープにぶら下がりながら進むレスキュー体験では、
子供たちがバランスを保ちながら慎重に進んでいき、無事渡り切
ると周りから歓声が上がりました。普段できない貴重な体験は、
夏の良い思い出となったに違いありません。

消 防士体験で思い出づくり
夏休み1日消防士体験



広　場

　
株
式
会
社
ネ
ク
ス
ト
グ
ロ
ー
バ
ル
は
、
化

粧
品
を
中
心
と
し
た
商
品
の
包
装
・
仕
上
げ

作
業
を
行
う
会
社
と
し
て
、
平
成
22
年
に
創

業
し
ま
し
た
。

　

取
り
扱
っ
て
い
る
の
は
、
デ
パ
ー
ト
や

ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
に
出
店
し
て
い
る
有
名

ブ
ラ
ン
ド
の
フ
ァ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
や
ア
イ
ラ

イ
ナ
ー
、
ア
イ
ブ
ロ
ウ
と
い
っ
た
化
粧
品
。

メ
ー
カ
ー
か
ら
個
別
包
装
さ
れ
る
前
の
商
品

を
預
か
り
、
メ
ー
カ
ー
の
指
示
に
従
っ
て
一

つ
一
つ
丁
寧
に
包
装
し
て
い
ま
す
。
代
表
取

締
役
の
宇
田
栄
治
さ
ん
は
「
商
品
の
魅
力

を
最
大
限
に
発
揮
で
き
る
よ
う
中
身
の
破
損

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
細
か
な
箱
の
つ
ぶ
れ

も
無
い
よ
う
に
気
を
配
っ
て
包
装
し
て
い
ま

す
。
今
は
一
日
約
10
万
個
の
商
品
を
包
装
し

て
お
り
、
正
確
で
迅
速
な
作
業
の
た
め
に
最

新
機
器
を
導
入
す
る
な
ど
工
場
設
備
に
も
力

を
入
れ
て
い
る
ん
で
す
よ
」
と
説
明
し
て
く

れ
ま
し
た
。
３
０
０
種
類
以
上
の
商
品
を
生

産
し
て
お
り
、
全
生
産
ラ
イ
ン
に
一
日
の
生

産
予
定
数
な
ど
を
表
示
す
る
モ
ニ
タ
ー
を
設

置
。
こ
れ
に
よ
り
計
画
的
に
作
業
が
で
き
、

安
定
し
た
生
産
に
つ
な
が
っ
て
い
る
そ
う
で

す
。
ま
た
、
女
性
中
心
の
従
業
員
の
中
に
は

若
い
お
母
さ
ん
も
多
く
、
育
児
と
両
立
を
し

な
が
ら
衛
生
的
な
環
境
で
や
り
が
い
を
持
っ

て
働
い
て
い
る
と
の
こ
と
。
現
在
も
作
業
員

を
募
集
中
の
同
社
で
は
、支
援
体
制
を
整
え
、

さ
ら
に
働
き
や
す
い
環
境
整
備
を
行
い
た
い

と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
人
材
育
成
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
、

新
入
社
員
に
は
各
部
門
担
当
者
が
基
本
的
な

作
業
か
ら
丁
寧
に
指
導
し
て
い
ま
す
。
そ
の

か
い
あ
っ
て
離
職
率
も
低
く
、
社
員
の
方
も

安
心
し
て
生
産
に
従
事
さ
れ
て
い
る
よ
う
で

す
。
さ
ら
に
、
化
粧
品
製
造
に
必
要
な
教
育

も
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
そ
う
で
、
創
業
当

初
か
ら
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
地
元
か
ら
の

採
用
で
す
。「
今
年
は
新
た
に
県
北
部
の
企
業

が
集
ま
る
高
校
向
け
合
同
説
明
会
に
参
加
し
、

就
職
希
望
の
地
元
高
校
生
に
対
し
て
工
場
見

学
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
地
元
の
人
に
働
い

て
も
ら
う
こ
と
で
地
域
活
性
化
に
も
貢
献
で

き
れ
ば
」
と
宇
田
さ
ん
は
笑
顔
で
語
り
ま
す
。

　

来
年
2
月
に
は
、
市
内
長
野
に
関
連
会

社
「
コ
ス
メ
グ
ロ
ー
バ
ル
」
が
稼
動
す
る
予

定
の
同
社
。
新
工
場
を
稼
働
さ
せ
る
に
当
た

り
、
新
規
に
人
材
を
募
集
し
育
成
を
進
め
て

い
く
と
の
こ
と
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
を

盛
り
上
げ
る
企
業
と
し
て
発
展
し
て
い
く
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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今
月
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
大
き
さ
の
リ
ン
グ
を
自
由
自

在
に
操
り
、
た
く
さ
ん
の
人
を
魅
了
し
て
い
る
ラ
ー
ト

パ
フ
ォ
ー
マ
ー
の
吉
川
泰
昭
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　
幼
少
期
か
ら
鉄
棒
が
好
き
で
体
操
選
手
に
な
る
の
が

夢
だ
っ
た
と
い
う
吉
川
さ
ん
が
、
ラ
ー
ト
と
い
う
鉄
製

の
大
き
な
リ
ン
グ
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
た
ス
ポ
ー
ツ
器
具

に
出
会
っ
た
の
は
大
学
生
の
時
。
体
育
館
で
他
の
学
生

が
ラ
ー
ト
で
回
っ
て
い
る
様
子
に
一ひ

と

目め

惚ぼ

れ
し
、
す
ぐ

に
練
習
を
始
め
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
恩
師
の
勧
め
で
大

会
に
出
場
す
る
よ
う
に
な
り
、
平
成
15
年
に
世
界
ラ
ー

ト
競
技
選
手
権
大
会
の
個
人
斜
転
の
部
で
第
３
位
と
い

う
好
成
績
を
収
め
ま
し
た
。
そ
の
後
、
さ
ら
な
る
可
能

性
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
、
国
内
外
の
シ
ョ
ー
に
出
演

し
、
競
技
者
と
し
て
だ
け
で
は

な
く
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
と
し
て
の

キ
ャ
リ
ア
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま

し
た
。

　
ま
た
、
30
歳
の
頃
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
鑑
賞
し
た
シ
ル
ク
・

ド
ゥ
・
ソ
レ
イ
ユ
の
公
演
で
、

一
輪
ラ
ー
ト
と
も
呼
ば
れ
る
シ

ル
ホ
イ
ー
ル
に
魅
せ
ら
れ
、
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
開
始
。
独
学
で

技
術
を
磨
き
、
平
成
23
年
に
は

第
１
回
全
米
シ
ル
ホ
イ
ー
ル
選

手
権
で
、
見
事
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

に
輝
く
な
ど
、
ラ
ー
ト
を
操
る

実
力
を
確
か
な
も
の
に
し
て
い

き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
つ
い
に
大
舞
台
に
立
つ
時
が
訪
れ
ま
す
。

平
成
24
年
か
ら
今
年
１
月
ま
で
世
界
屈
指
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ー
た
ち
が
出
演
す
る
シ
ョ
ー
〝
エ
ン
パ
イ
ア
〞
に
、

唯
一
の
日
本
人
と
し
て
参
加
し
た
の
で
す
。
わ
ず
か
２

メ
ー
ト
ル
87
セ
ン
チ
の
円
形
ス
テ
ー
ジ
の
上
で
、
巧
み

に
ラ
ー
ト
を
操
る
繊
細
か
つ
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
演
技
で

注
目
を
集
め
ま
し
た
。

　
海
外
で
の
公
演
が
多
か
っ
た
吉
川
さ
ん
は
、「
い
ろ

い
ろ
な
国
で
た
く
さ
ん
の
人
に
出
会
い
、
そ
こ
の
文
化

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
こ
と
で
、
物
事
を
柔
軟
に
考
え

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
輪
っ
か

4

4

4

の
よ
う
に
角
が

取
れ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
す
。

「
ラ
ー
ト
は
楽
し
み
な
が
ら

体
を
鍛
え
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
、
子
供
た
ち
に
も
体
験

し
て
も
ら
い
、
面
白
さ
を
広

め
た
い
で
す
ね
。
パ
フ
ォ
ー

マ
ー
と
し
て
は
、
こ
れ
か
ら

も
お
客
さ
ん
に
楽
し
ん
で
も

ら
う
方
法
を
常
に
考
え
な
が

ら
演
じ
て
い
き
た
い
で
す
」

と
今
後
の
抱
負
を
語
る
吉
川

さ
ん
。
近
年
、
メ
デ
ィ
ア
へ

の
露
出
も
増
え
る
な
ど
、
活

躍
の
幅
が
広
が
っ
て
い
る
吉

川
さ
ん
に
ま
す
ま
す
目
が
離

せ
ま
せ
ん
。

俳 

句

※このコーナーで紹介する会社を募集しています。
　特色ある業務を行っている会社の情報を広報広聴課広報広聴担当（内線318）までお寄せください。

会社プロフィール

代表取締役　宇田 栄治
【事業内容】 化粧品加工業
【住所】 埼玉３５４

株式会社ネクストグローバル
商品の魅力が発揮できるように
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行田人ぎょうだじん

私
の
作
品

◎
皆
さ
ん
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◎ 

俳
句
は
毎
月
5
日
ま
で
に
、
は
が
き
・
封
書
で

広
報
広
聴
課
へ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

吉
川 

泰
昭 

さ
ん
（
持
田
・
37
歳
）

めましてはじ ○ 9月1日㈭～30日㈮に電話またはEメールで広
報広聴課広報広聴担当（内線318）

　※応募要領は市ホームページをご覧ください。
○ 応募者多数の場合は、10月3日㈪午前11時か
ら市役所203会議室で公開抽選を行います。

遠
藤
　
紗さ

わ和 

ち
ゃ
ん （
犬
塚
）

平
成
27
年
9
月
14
日
生
ま
れ

父
・
秀
作
さ
ん
　
母
・
千
紘
さ
ん

「
わ
ん
ぱ
く
娘

 

優
し
い
子
に
育
っ
て
ね
」

長
谷
川 

紗さ

わ羽 

ち
ゃ
ん （
長
野
）

平
成
27
年
9
月
25
日
生
ま
れ

父
・
和
之
さ
ん
　
母
・
優
子
さ
ん

稲
田
　
明あ
す
み純 

ち
ゃ
ん （
長
野
）

平
成
27
年
9
月
26
日
生
ま
れ

父
・
敏
也
さ
ん
　
母
・
千
絵
さ
ん

「
に
ぃ
に
ぃ
た
ち
と

 

元
気
に
育
っ
て
ネ
！
」

「
み
ん
な
の
い
や
し
、
四
男
坊
！
」

金
井
　
心こ
こ
は羽 

ち
ゃ
ん （
持
田
）

平
成
27
年
9
月
9
日
生
ま
れ

父
・
高
洋
さ
ん
　
母
・
史
緒
里
さ
ん

「
三
姉
妹
の
末
っ
子

 

こ
っ
こ
さ
ん
♡
」

村
上
　
蒼そ
う
た太 

ち
ゃ
ん （
長
野
）

平
成
27
年
9
月
10
日
生
ま
れ

父
・
成
宏
さ
ん
　
母
・
知
美
さ
ん

森
田
　
直な
お
と翔 

ち
ゃ
ん （
門
井
町
）

平
成
27
年
9
月
19
日
生
ま
れ

父
・
将
平
さ
ん
　
母
・
純
子
さ
ん

「
こ
れ
か
ら
も
素
敵
な
笑
顔
で

 

皆
を
癒
し
て
ね
」

「
素
直
で
優
し
い
子
に
育
っ
て
ね
☆
」

★★★ 平成27年 9月生まれ のおともだち ★★★

平成27年11月生まれのお子さんを募集します



催し・募集

222016.9� 市報 ぎょうだ23

▼
日
時
　
9
月
25
日
㈰
午
前
10
時
～

午
後
1
時
30
分　
▼
場
所
　
商
工
セ

ン
タ
ー
ホ
ー
ル　

▼
内
容
　
健
康

チ
ェ
ッ
ク
（
血
圧
、
体
脂
肪
、
骨
密

度
、
尿
チ
ェ
ッ
ク
、
体
力
チ
ェ
ッ

ク
な
ど
）、
バ
ザ
ー
他　
▼
参
加
費
　

２
０
０
円　
▼
申
・
問
　
行
田
協
立

診
療
所
柴
田
☎
５
５
６
―
６
７
５
５

▼
日
時
　
10
月
８
日
㈯
～
10
日
㈪
午

前
９
時
30
分
～
午
後
６
時
（
10
日

は
午
後
５
時
ま
で
）　
▼
場
所
　
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
み
ず
し
ろ　

▼
内
容
　
会
員
34
人
の
作
品
68
点

を
展
示
す
る　

▼
入
場
無
料
　
▼

問
　
小
山
☎
０
９
０
―
１
６
１
７
―

８
１
４
０

▼
期
日
　
10
月
31
日
㈪
ま
で　
▼
時

間
　
午
前
9
時
～
午
後
7
時　
▼
場

所
　
ル
ー
ブ
ル
洋
菓
子
店
シ
ョ
ー
ウ

イ
ン
ド
ー
（
行
田
9
―
3
）　
▼
内

容
　
お
菓
子
や
飲
み
物
、
景
品
な
ど

の
包
装
箱
を
展
示　

▼
入
場
無
料
　

行
田
協
立
診
療
所

け
ん
こ
う
ま
つ
り

第
７
回　
写
壇　
虹

行
田
街
か
ど
ギ
ャ
ラ
リ
ー

パ
ッ
ケ
ー
ジ
こ
れ
く
し
ょ
ん
展

▼
問
　
栗
原
☎
０
９
０
―
１
５
３
５

―
４
４
６
０

▼
日
時
　
10
月
7
日
～
11
月
25
日
の

毎
週
金
曜
日
（
全
8
回
）
午
後
2
時

30
分
～
4
時　
▼
場
所
　
総
合
福
祉

会
館
「
や
す
ら
ぎ
の
里
」
機
能
回
復

訓
練
プ
ー
ル　
▼
内
容
　
ク
ロ
ー
ル

の
基
本
か
ら
学
ぶ　
▼
対
象
　
市
内

在
住
の
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
方　

▼
定
員
　
15
人
（
先
着
順
）　

▼
参

加
無
料
　
▼
持
ち
物
　
水
着
、
水
泳

帽
、
ゴ
ー
グ
ル
、
タ
オ
ル　
▼
申
・

問
　
9
月
21
日
㈬
午
前
9
時
か
ら
直

接
ま
た
は
電
話
で
行
田
市
社
会
福
祉

協
議
会
☎
５
５
７
―
５
４
０
０

▼
日
時
　
10
月
2
日
～
12
月
18
日
の

う
ち
日
曜
日
の
午
後
7
時
～
9
時
ま

た
は
火
曜
日
の
午
後
8
時
～
9
時

20
分
（
そ
れ
ぞ
れ
月
2
回
）　
▼
場

所
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
み
ず

し
ろ　
▼
内
容
　
生
き
た
英
会
話
を

楽
し
く
学
ぶ　
▼
定
員
　
15
人　
▼

受
講
料
　
月
額
1
千
円
（
高
校
生

講
座
・
教
室

高
齢
者
水
泳
教
室

Ａ
ｂ
ｏ
ｖ
ｅ
英
会
話

西
武
秩
父
駅
（
午
前
8
時
40
分
集

合
）　
▼
内
容
　
荒
川
上
流
の
水
源

林
散
策
お
よ
び
滝
沢
ダ
ム
を
バ
ス
で

見
学
す
る　

▼
定
員
　
40
人
（
定

員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）　
▼
参

加
費
　
1
千
円
（
昼
食
代
）　

▼
申
　

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
学
年

（
小
・
中
学
生
の
場
合
）、
希
望
の

集
合
場
所
、
さ
い
た
ま
の
水
と
森
ふ

れ
あ
い
体
験
と
明
記
の
上
、
10
月
7

日
㈮
（
必
着
）
ま
で
に
往
復
は
が
き

で
県
土
地
水
政
策
課
へ
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
電

子
申
請
も
可
。【
郵
送
】
〒
３
３
０

―
９
３
０
１
埼
玉
県
土
地
水
政
策
課

※
住
所
の
記
入
は
不
要　
▼
問
　
同

課
☎
０
４
８
―
８
３
０
―
２
１
８
９

▼
日
時
　
10
月
９
日
㈰
午
前
10
時
～

午
後
３
時　

▼
場
所
　
行
田
自
動

車
教
習
所
（
持
田
２
３
１
３
―
５
）　

▼
内
容
　
和
太
鼓
演
奏
、
各
種
ダ
ン

ス
、
野
菜
詰
め
放
題
、
交
通
安
全
教

室
（
自
転
車
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
な

ど
）、
大
抽
選
会
他　
▼
参
加
無
料
　

▼
問
　
同
教
習
所
増
田
☎
５
５
４
―

５
１
５
１

行
田
自
動
車
教
習
所

感
謝
祭

シ
ョ
ー
、
ア
ロ
マ
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
バ

ザ
ー
、
抽
選
会
な
ど　
▼
参
加
無
料
　

▼
後
援
　
行
田
市　
▼
そ
の
他
　
一

部
コ
ー
ナ
ー
は
先
着
順　
▼
問
　
同

院
☎
５
５
３
―
２
０
０
０

▼
日
時
　
10
月
20
日
㈭
～
22
日
㈯
の

各
店
舗
の
営
業
時
間　
▼
内
容
　
ス

ペ
イ
ン
や
イ
タ
リ
ア
な
ど
で
気
軽
に

立
ち
寄
れ
る
飲
食
店
と
し
て
、
ま

た
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
「
バ

ル
」。
マ
ッ
プ
を
見
な
が
ら
自
由
に

好
み
の
店
の
自
慢
の
メ
ニ
ュ
ー
を
食

べ
飲
み
歩
き
、
新
し
い
店
や
味
、
行

田
の
ま
ち
の
魅
力
を
再
発
見
す
る
。　

▼
チ
ケ
ッ
ト
料
金
　
２
千
１
０
０
円

（
７
０
０
円
チ
ケ
ッ
ト
３
枚
つ
づ

り
）
※
３
日
間
有
効
、
１
枚
ず
つ
切

り
離
し
て
使
用
可　
▼
チ
ケ
ッ
ト
販

売
　
９
月
12
日
㈪
か
ら
行
田
商
工
会

議
所
お
よ
び
参
加
各
店
舗　

▼
問
　

同
会
議
所
☎
５
５
６
―
４
１
１
１

▼
日
時
　
10
月
30
日
㈰
午
前
7
時
30

分
～
午
後
5
時
30
分　
▼
集
合
場
所
　

熊
谷
駅
（
午
前
7
時
20
分
集
合
）、

ぎ
ょ
う
だ
ま
ち
バ
ル

さ
い
た
ま
の
水
と
森
ふ
れ
あ
い
体
験

（
水
源
林
散
策
、
滝
沢
ダ
ム
見
学
）

▼
日
時
　
９
月
25
日
㈰
午
後
２
時
開

演　
▼
場
所
　
産
業
文
化
会
館
ホ
ー

ル　
▼
内
容
　
声
楽
、
ピ
ア
ノ
、
バ

イ
オ
リ
ン
、
マ
リ
ン
バ
に
よ
る
ク

ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
演
奏
会　

▼
曲

目
　「
待
ち
ぼ
う
け
」「
こ
の
道
」「
落

葉
松
」「
バ
ラ
ー
ド
１
番
」「
リ
バ
ー
ダ

ン
ス
」「
悲
愴
ソ
ナ
タ
」
他　
▼
入
場

無
料
　
▼
主
催
　
行
田
音
楽
家
協
会　

▼
後
援
　
行
田
市
、
行
田
市
教
育
委

員
会
、（
公
財
）
行
田
市
産
業
・
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
い
き
い
き
財
団　
▼

問
　
行
音
定
演
専
用
☎
０
９
０
―

９
３
２
２
―
７
１
７
９

▼
日
時
　
10
月
９
日
㈰
午
前
10
時
～

午
後
２
時　
▼
場
所
　
行
田
中
央
総

合
病
院
駐
車
場
（
富
士
見
町
２
―
17

―
17
）　
▼
内
容
　
医
師
ら
に
よ
る

健
康
ス
ペ
シ
ャ
ル
ト
ー
ク
、
無
料
健

康
チ
ェ
ッ
ク
（
骨
密
度
・
血
管
年

齢
測
定
な
ど
）、
脚
力
検
査
、
無
料

健
康
相
談
、
焼
き
そ
ば
・
う
ど
ん

な
ど
の
屋
台
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

イ
ベ
ン
ト

行
田
音
楽
家
協
会

第
９
回
定
期
演
奏
会

行
田
中
央
総
合
病
院

行
田
市
民
健
康
ま
つ
り
２
０
１
６

以
下
は
無
料
）　
▼
後
援
　
行
田
市

教
育
委
員
会　
▼
申
・
問
　
9
月
30

日
㈮
ま
で
に
電
話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー

ル
で
新
井
☎
０
８
０
―
６
７
０
３

―
０
１
２
３
【
Ｅ
メ
ー
ル
】m
eap.

patch-adam
s0608above@

ezw
eb.ne.jp

①�

捨
て
ら
れ
な
い
人
の
た
め
の
お
片
付
け
　

▼
日
時
　
９
月
16
日
㈮
午
前
10
時

②
年
末
～
大
掃
除
の
前
に
～

▼
日
時
　
11
月
25
日
㈮
午
前
10
時

い
ず
れ
も

▼
場
所
　
南
河
原
隣
保
館　

▼
講

師
　
尾
高
理
恵
子
さ
ん
（
整
理
収
納

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）　
▼
定
員
　
20
人　

▼
参
加
無
料
　
▼
申
・
問
　
同
館
☎

５
５
７
―
３
３
３
４

▼
日
時
　
10
月
８
日
㈯
・
９
日
㈰

（
全
２
回
）
午
前
９
時
30
分
～
午
後

３
時　
▼
場
所
　
中
央
公
民
館
創
作

室
（「
み
ら
い
」
内
）　
▼
内
容
　
モ

デ
ル
を
見
な
が
ら
テ
ラ
コ
ッ
タ
粘
土

で
胸
像
を
作
る
（
後
日
、
焼
成
し

て
作
品
を
お
渡
し
し
ま
す
）　
▼
講

師
　
中
島
睦
雄
さ
ん
、
塩
原
康
生
さ

整
理
収
納
講
座

２
０
１
６
彫
刻
制
作
会

▼
日
時
　
９
月
25
日
㈰
午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分　
▼
集
合
場
所
　
中

央
公
民
館
第
２
学
習
室
（「
み
ら

い
」
内
）　
▼
内
容
　
環
境
課
に
よ
る

「
行
田
エ
コ
タ
ウ
ン
」
の
講
義
を
受

け
た
後
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
移
動
し
、

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
を
見
学
す
る
。　
▼

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

方　
▼
定
員
　
20
人
（
先
着
順
）　
▼

参
加
無
料
　
▼
主
催
　
行
田
環
境
市

民
フ
ォ
ー
ラ
ム　
▼
申
・
問
　
中
村

☎
０
９
０
―
１
７
７
８
―
４
０
６
２

▼
日
時
　
9
月
23
日
㈮
～
29
日
㈭
の

各
店
舗
の
営
業
時
間　
▼
場
所
　
埼

玉
り
そ
な
銀
行
か
ら
半
径
５
０
０

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
エ
リ
ア
に
あ
る

店
舗
な
ど　

▼
内
容
　
地
元
作
家

の
ア
ー
ト
作
品
を
多
数
展
示
す
る
。

【
24
日
】
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ウ
ォ
ッ
チ

ン
グ
、
ア
ー
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
【
25

日
】
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
ラ
イ
ブ
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど　
▼
入
場
無
料
　

▼
問
　
忍
町
ア
ー
ト
化
作
戦
実
行
委

員
会
野
本
☎
０
９
０
―
７
８
１
４
―

９
６
１
５

荒
木
の
５
０
０
メ
ー
ト
ル

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
見
学
会

忍
町
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ん
、
木
暮
照
子
さ
ん　
▼
定
員
　
15

人　

▼
参
加
費
　
４
千
円
（
材
料

費
な
ど
）　

▼
持
ち
物
　
昼
食　

▼

申
・
問
　
９
月
30
日
㈮
ま
で
に
電
話

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
木
暮
☎
５
５
６
―

６
６
５
７
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
用
）

▼
日
時
　
10
月
８
日
～
29
日
の
毎

週
土
曜
日
（
全
４
回
）
午
後
０
時
50

分
～
２
時
20
分　
▼
場
所
　
立
正
大

学
熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク

キ
ュ
ー
ブ
１
階
Ａ
１
０
１
教
室　
▼

内
容
　
仏
教
学
部
、
経
済
学
部
、
経

営
学
部
、
心
理
学
部
の
講
師
が
日

頃
研
究
し
て
い
る
専
門
分
野
を
講
演

す
る
。　
▼
定
員
　
３
０
０
人　
▼

参
加
無
料
　
▼
申
　
郵
送
（
は
が
き

可
）、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず

れ
か
の
方
法
で
、
氏
名
（
ふ
り
が

な
）、
年
齢
、
性
別
、
郵
便
番
号
、

住
所
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、
９
月

28
日
㈬
ま
で
に
同
大
学
。
※
郵
便
の

場
合
は
当
日
消
印
有
効　
【
郵
送
】

〒
３
６
０
―
０
１
９
４　

熊
谷
市
万

吉
１
７
０
０　

立
正
大
学
研
究
推

進
・
地
域
連
携
課
公
開
講
座
係
【
Ｆ

Ａ
Ｘ
】
５
３
９
―
１
４
９
３
【
Ｅ

メ
ー
ル
】k-koza@

ris.ac.jp　
▼

問
　
同
大
学
☎
５
３
６
―
６
０
１
９

平
成
28
年
度
秋
期
立
正

オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ

広告広告
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▼
日
時
　
10
月
22
日
㈯
午
後
1
時
30

分
〜
3
時
45
分　
▼
場
所
　
べ
に
花

ふ
る
さ
と
館
（
桶
川
市
加
納
４
１
９

―
１
）　

▼
内
容
　
忍
の
行
田
の

「
昔
ば
な
し
」
語
り
部
の
会
、
あ
げ

お
語
り
部
の
会
に
よ
る
民
話
の
発
表

他　

▼
定
員
　
60
人　

▼
参
加
費
　

６
０
０
円
（
た
だ
し
、
中
学
生
以
下

お
よ
び
「
民
話
発
表
」
の
み
参
加
の

場
合
は
無
料
）　
▼
主
催
　
埼
玉
県

民
話
語
り
協
議
会　
▼
後
援
　
埼
玉

県
教
育
委
員
会　
▼
申
・
問
　
永
島

☎
０
９
０
―
７
７
２
７
―
８
７
８
７

▼
日
時
　
毎
月
第
1
・
3
木
曜
日
午

後
1
時
〜
4
時
30
分　
▼
場
所
　
長

野
公
民
館　

▼
内
容
　
革
の
手
縫

い
に
つ
い
て
道
具
選
び
か
ら
作
品

づ
く
り
ま
で
学
ぶ　

▼
定
員
　
10

人　

▼
参
加
費
　【
月
1
回
の
場

合
】
1
千
５
０
０
円
【
月
2
回
の
場

合
】
2
千
円　
▼
申
・
問
　
樋
口
☎

０
８
０
―
５
０
８
０
―
１
５
６
１
、

篠
原
☎
０
９
０
―
８
８
１
０
―

１
４
１
２

第
59
回
ふ
る
さ
と
再
発
見
講
座

〜
民
話
で
つ
な
ぐ
荒
川
流
域

レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
ク
ラ
ブ

▼
日
時
　
10
月
８
日
㈯
午
後
３
時
30

分
開
演　
▼
場
所
　
ベ
ル
ヴ
ィ
・
ア

イ
ト
ピ
ア
（
持
田
２
７
９
２
―
１
）　

▼
演
題
　「
イ
ン
ド
留
学
と
古
代
イ

ン
ド
の
動
物
寓
話
」　
▼
講
師
　
茂

木
秀
淳
さ
ん
（
信
州
大
学
名
誉
教
授

他
）　

▼
入
場
無
料
　
▼
問
　
熊
谷

高
校
同
窓
会
行
田
支
部
事
務
局
☎

５
５
４
―
０
４
７
９

▼
日
時
　
10
月
3
日
㈪
午
前
10
時
〜

11
時
30
分　
▼
場
所
　
総
合
福
祉
会

館
「
や
す
ら
ぎ
の
里
」　
▼
内
容
　
子

育
て
中
の
親
同
士
で
語
ら
う
、
子
育

て
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ト
ー
ク
「
歌
っ
て

踊
ろ
う
、
体
操
」　
▼
対
象
　
市
内

在
住
で
乳
幼
児
を
持
つ
保
護
者
※

父
親
も
歓
迎　
▼
定
員
　
30
人
（
託

児
付
き
）
※
先
着
順　
▼
参
加
費
　

１
０
０
円　
▼
主
催
　
行
田
市
民
生

委
員
・
児
童
委
員
連
合
会　
▼
後
援
　

行
田
市
、
行
田
市
教
育
委
員
会
、
行

田
市
社
会
福
祉
協
議
会　
▼
申
・
問
　

10
月
2
日
㈰
ま
で
に
同
協
議
会
☎

５
５
７
―
５
４
０
０

熊
谷
高
校
同
窓
会

行
田
支
部
講
演
会

相
　
　
談

子
育
て
談
話
室

「
た
ん
ぽ
ぽ
」

▼
日
時
　
10
月
23
日
㈰
午
前
7
時
30

分
〜
午
後
3
時
30
分
ご
ろ
※
雨
天
の

場
合
は
10
月
30
日
㈰　
▼
場
所
　
総

合
公
園
自
由
広
場　
▼
内
容
　
用
具

係
や
会
場
係
の
補
助
な
ど　
▼
対
象
　

市
内
在
住
・
在
勤
で
15
歳
以
上
の
方 

▼
そ
の
他
　
昼
食
、
飲
み
物
、
記
念

品
を
支
給
し
ま
す
。
保
険
に
は
加
入

し
ま
す
が
、
交
通
費
お
よ
び
謝
礼
の

支
給
は
あ
り
ま
せ
ん
。　
▼
申
・
問
　

9
月
23
日
㈮
ま
で
に
同
実
行
委
員
会

事
務
局
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
内
）
☎

５
５
６
―
８
３
３
６

▼
展
示
期
間
　
10
月
29
日
㈯
〜
11
月

13
日
㈰　
▼
展
示
場
所
　
郷
土
博
物

館　
▼
主
催
　
行
田
市
、
行
田
市
菊

花
連
絡
協
議
会　
▼
そ
の
他
　
搬
入

は
10
月
27
日
㈭
午
前
９
時
〜
11
時
に

同
館　
▼
申
・
問
　
９
月
30
日
㈮
午

後
５
時
ま
で
に
電
話
で
商
工
観
光
課

（
内
線
３
８
２
）

募
　
集

第
66
回
市
民
体
育
祭
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

第
42
回
行
田
市
菊
花
展
の

出
品
作
品
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【住民基本台帳人口】 行田市の人口と世帯 人口83,069人　男41,252人　女41,817人　世帯数34,138世帯

（平成28年8月1日現在） 7月中の異動　出生28人　転入等184人　死亡74人　転出等184人

「
親
子
三
代
共
演
に
よ
る
」

万
作
・
萬
斎
狂
言
の
会

行
田
公
演

▼
日
時
　
12
月
18
日
㈰
午
後
２
時
開

演　
▼
場
所
　
産
業
文
化
会
館
ホ
ー

ル　
▼
出
演
　
野
村
万
作
・
野
村
萬

斎
・
野
村
裕
基
他　
▼
入
場
料
　
全

席
指
定
【
大
人
】
５
千
円
・【
大
学

生
以
下
】
２
千
円
※
未
就
学
児
の
入

場
不
可　
▼
内
容
　
蚊か

相ず
も
う撲
・
二ふ
た
り人

袴ば
か
ま

　
▼
チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い
　
９
月

18
日
㈰
午
前
９
時
か
ら
同
館
他
各
プ

レ
イ
ガ
イ
ド
で
発
売
（
電
話
受
け
付

け
は
翌
日
午
前
10
時
か
ら
）

観
光
ポ
タ
リ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

「 

忍
城
お
も
て
な
し
甲
冑
隊

と
行
き
ま
す
る
！
」

▼
日
時
　
10
月
８
日
㈯
午
前
９
時
集

合
※
小
雨
決
行　
▼
集
合
場
所
　
行

田
市
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
観
光
案
内
所

（
発
着
点
）　
▼
内
容
　
市
内
の
名

所
数
カ
所
に
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

を
設
け
て
忍
城
お
も
て
な
し
甲
冑

隊
と
自
転
車
で
巡
る
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー　
▼
対
象
　
小
学
生
以
上
（
小

学
生
は
保
護
者
同
伴
の
こ
と
）　
▼

定
員
　
30
人
（
先
着
順
）　

▼
参
加

無
料
　
▼
申
　
９
月
17
日
㈯
午
前
10

時
か
ら
直
接
同
案
内
所

商
工
セ
ン
タ
ー

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

〜
０
歳
か
ら
の
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
〜

▼
日
時
　
11
月
27
日
㈰
午
後
２
時
開

演　
▼
場
所
　
商
工
セ
ン
タ
ー
ホ
ー

ル　
▼
内
容
　
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
曲
や

子
ど
も
向
け
の
曲
を
中
心
に
演
奏

す
る　

▼
出
演
　
中
川
越
百
、
岩

下
美
穂
、
大
久
保
英
子　

▼
定
員
　

２
０
０
人
（
先
着
順
）　
▼
入
場
料
　

５
０
０
円　
▼
チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い
　

９
月
24
日
㈯
午
前
９
時
か
ら
同
セ
ン

タ
ー
２
階
管
理
事
務
所
で
販
売

い
き
い
き

ウ
ェ
ル
ネ
ス
ク
ラ
ブ

▼
日
時
　
毎
週
木
曜
日
の
午
前
10
時

〜
11
時
※
初
回
は
10
月
６
日
㈭　
▼

場
所
　
総
合
体
育
館
柔
道
場
他　
▼

内
容
　
自
宅
で
も
簡
単
に
で
き
る
さ

ま
ざ
ま
な
運
動
メ
ニ
ュ
ー
を
実
践

し
、
定
期
的
に
活
動
の
成
果
を
測
定

す
る
こ
と
で
、
健
康
的
で
充
実
し

た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
確
立
を
図

る　
▼
講
師
　
い
き
い
き
エ
ン
ジ
ョ

イ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
講
師　

▼
対

象
　
18
歳
以
上
の
方　
▼
定
員
　
30

人
※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選　

▼
会
費
　
月
２
千
円
（
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
室
な
ど
月
４
回
無
料
利
用
券

付
き
）　

▼
申
　
９
月
15
日
㈭
午
前

10
時
か
ら
電
話
で
同
館
。
氏
名
・
電

話
番
号
・
ウ
ェ
ル
ネ
ス
ク
ラ
ブ
入
会

希
望
と
記
載
の
上
、
Ｅ
メ
ー
ル
で

の
申
し
込
み
も
可
。【
Ｅ
メ
ー
ル
】

gasportsclub@
ikiiki-zaidan.

or.jp

以
上
で
、
土
・
日
曜
日
、
祝
日
の
勤

務
が
可
能
な
方　
▼
募
集
人
数
　
若

干
名　
▼
時
給
　
８
５
０
円
（
試
用

期
間
の
２
カ
月
間
は
８
２
０
円
）　
▼

選
考
方
法
　
書
類
審
査
の
上
、
面
接

を
実
施　
▼
申
　
９
月
18
日
㈰
午
後

４
時
ま
で
に
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）

を
持
参
の
上
、
直
接
古
代
蓮
会
館

四
季
の
寄
せ
植
え

▼
日
時
　
10
月
１
日
㈯
午
後
１
時
〜

４
時　
▼
場
所
　
古
代
蓮
会
館
研
修

工
作
室　
▼
内
容
　
秋
か
ら
春
に
か

け
て
楽
し
め
る
草
花
の
寄
せ
植
え
を

作
る　

▼
講
師
　
伊
藤
弘
充
さ
ん

（
テ
ク
ノ
・
ホ
ル
テ
ィ
園
芸
専
門
学

校
講
師
）　
▼
対
象
　
小
学
生
以
上　

▼
定
員
　
30
人
（
先
着
順
）　

▼
参

加
費
　
１
千
５
０
０
円
（
材
料
代
・

保
険
料
）　

▼
申
　
９
月
９
日
㈮
午

前
10
時
か
ら
直
接
同
館

商
工
セ
ン
タ
ー
映
画
祭

「
ロ
ー
マ
の
休
日
」
上
映

▼
日
時
　
10
月
２
日
㈰
午
後
２
時

上
映　

▼
場
所
　
商
工
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ル　
▼
定
員
　
３
０
０
人
（
先

着
順
）　
▼
入
場
無
料
　
▼
そ
の
他
　

整
理
券
は
あ
り
ま
せ
ん
。
直
接
会
場

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。　

古
代
蓮
の
里

売
店
ス
タ
ッ
フ

▼
勤
務
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後

４
時
30
分　
▼
業
務
内
容
　
売
店
接

客
業
務
（
週
３
回
程
度
の
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
勤
務
）　
▼
応
募
資
格
　
18
歳

野村裕基
©前島圭裕

野村萬斎 野村万作

（公財）行田市産業・文化・
 スポーツいきいき財団

… 申し込み・問い合わせ …

http://www.ikiiki-zaidan.or.jp/index.html

商工センター
TEL. 553－0510
FAX. 553－2021

産業文化会館
TEL. 556－6371
FAX. 556－6372

行田グリーンアリーナ
TEL. 553－3377
FAX. 553－0487

古代蓮会館
TEL. 559－0770
FAX. 559－0784

広告広告



　
常
滑
焼
は
愛
知
県
の
知
多
半
島
、
中
で
も
常
滑
市

を
中
心
に
製
作
さ
れ
た
陶
器
の
総
称
で
す
。
そ
の
生

産
は
平
安
時
代
末
か
ら
始
ま
り
、
14
世
紀
に
か
け
て

知
多
半
島
に
広
く
分
布
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
12
世

紀
の
奥
州
平
泉
遺
跡
群
（
盛
岡
県
平
泉
町
・
奥
州

市
）
や
九
州
の
博
多
、
大
宰
府
の
遺
跡
か
ら
も
ま
と

ま
っ
て
出
土
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
早
く
か
ら

製
品
の
流
通
が
全
国
に
及
ん
で
い
た
こ
と
も
分
か
っ

て
い
ま
す
。

　
写
真
の
壷
は
平
成
６
年
（
１
９
９
４
）
に
市
内
埼

玉
地
区
で
農
作
業
中
に
見
つ
か
り
、
郷
土
博
物
館
へ

寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
す
。
発
見
者
に
よ
れ
ば
、
こ

ぶ
し
大
の
河
原
石
に
囲
ま
れ
た
状
態
で
こ
の
壷
が

置
か
れ
、
ふ
た
は
な
く

中
も
空
だ
っ
た
そ
う
で

す
。
口
縁
部
を
欠
い
て

い
ま
す
が
他
に
欠
損
は

な
く
、
現
存
の
高
さ
は

28
・
８
セ
ン
チ
、
幅
は

26
・
９
セ
ン
チ
で
す
。

上
半
部
に
自
然
釉
（
表

面
に
降
っ
た
灰
が
高
温

で
溶
け
た
も
の
）
が
掛

か
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
壷
と
口
縁
部
や

肩
の
張
り
出
し
具
合
な

ど
が
よ
く
似
た
事
例
と
し
て
、
東
松
山
市
利
仁
神
社

経
塚
か
ら
出
土
し
た
壷
が
あ
り
ま
す
。
建
久
７
年

（
１
１
９
６
）
銘
の
あ
る
経
筒
を
伴
っ
て
い
た
と
さ

れ
、
同
年
銘
の
鏡
も
併
せ
て
出
土
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
12
世
紀
末
の
特
徴
を
よ
く
表
し
た
事
例
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
こ
の
壷
も
同
じ
く
12
世

紀
末
か
ら
13
世
紀
初
頭
ぐ
ら
い
の
製
作
年
代
と
推
定

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
関
東
へ
の
常
滑
の
壷
の
搬
入
の

ピ
ー
ク
は
13
世
紀
後
半
か
ら
14
世
紀
前
半
に
か
け
て

と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
壷
は
早
い
時
期
に
関
東

に
流
通
し
た
事
例
と
も
い
え
ま
す
。

　
次
に
、
こ
の
壷
の
用
途
で
す
が
、
出
土
し
た
近
く

に
は
古
代
寺
院
と
さ
れ
る
盛
徳
寺
が
あ
り
、
初
期
の

常
滑
焼
は
経
塚
や
墓
か
ら
見
つ

か
る
こ
と
が
多
い
こ
と
か
ら
も
、

蔵
骨
器
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
当
時
、
火
葬
骨
を
容

器
に
入
れ
て
埋
葬
す
る
階
層
は

限
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
12
世
紀

末
は
源
平
の
争
乱
や
鎌
倉
幕
府

の
成
立
に
よ
り
、
武
蔵
武
士
が

歴
史
の
表
舞
台
に
登
場
し
ま
し

た
。
こ
の
壷
も
埼
玉
地
区
周
辺

の
武
士
と
関
わ
り
が
あ
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

 

（
郷
土
博
物
館　
鈴
木
紀
三
雄
）

市
報  

ぎ
ょ
う
だ

今月の表紙

■ 

編
集
・
発
行
／
行
田
市
総
合
政
策
部
広
報
広
聴
課

 

〒
３
６
１
ー
８
６
０
１ 

行
田
市
本
丸
2
番
5
号

 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

５
５
６
ー
１
１
１
１　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

５
５
０
ー
２
１
１
６

平
成
28
年
9
月
1
日 

発
行

■ 市報ぎょうだに掲載されているあなたの写真を差し上げます。
 ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線318）まで。
■ 市民の皆さんの市政に対するご意見をお待ちしています。
■ 市報をデイジー版に録音したものを希望者宅にお届けします。
 ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線318）まで
 ご連絡ください。

No.
843

環境にやさしい
植物油インキ

市報ぎょうだは
再生紙を

使用しています

ホームページ http://www.city.gyoda.lg.jp 携帯サイト http://www.city.gyoda.lg.jp/mobile/index.html

歴
史
を
語
る
こ
の〝
い
っ
ぴ
ん
〞

 

〜
博
物
館
の
収
蔵
庫
か
ら
〜

6

行
田 

歴
史
系
譜
270

鎌
倉
時
代
の
常
滑
焼
の
壷つ

ぼ 

行
田
市
郷
土
博
物
館
所
有

　7月30・31日に「第23回行田浮き城まつり」が行われま
した。

　特に多くの観客が詰め掛けたのが、祭りの最後を飾る6台の山車によるた
たき合い。夏の暑さに負けない力強い祭りばやしが行田の街に響き渡りま
した。

　今
こん

月
げつ

は放
ほう

課
か

後
ご

等
とう

デイサービスぴーすに遊
あそ

びに行
い

ってきたよ。
　平

へい

成
せい

26年
ねん

4月
がつ

にオープンしたぴーすは、現
げん

在
ざい

小
しょう

学
がく

4年
ねん

生
せい

から高
こう

校
こう

2
年
ねん

生
せい

までの6人
にん

が利
り

用
よう

しているよ。普
ふ

段
だん

は近
きん

所
じょ

のスーパーで買
か

い物
もの

をしたり、掃
そう

除
じ

や洗
せん

濯
たく

などの家
か

事
じ

をしたりと将
しょう

来
らい

の自
じ

立
りつ

に向
む

けた訓
くん

練
れん

をしているんだ。
　お隣

となり

は同
おな

じ法
ほう

人
じん

の経
けい

営
えい

するグループホーム「絆
きずな

　6つの夢
ゆめ

」があっ
て、入

にゅう

居
きょ

者
しゃ

とお互
たが

いに声
こえ

を掛
か

け合
あ

ったり、庭
にわ

を手
て

入
い

れしてもらったり
して交

こう

流
りゅう

を深
ふか

めているよ。また、法
ほう

人
じん

主
しゅ

催
さい

のイベントに参
さん

加
か

すること
もあって、最

さい

近
きん

は流
なが

しそうめんをやったんだって。
　人

ひと

との交
こう

流
りゅう

やいろいろな体
たい

験
けん

を通
つう

じて成
せい

長
ちょう

していくぴーすのみん
なは、とっても元

げん

気
き

で仲
なか

良
よ

し。そんなみんなの成
せい

長
ちょう

をこれからも見
み

守
まも

ってくれるとうれしいな。
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福祉施設編
こぜに

with
フラべぇ

がちゃん
行く!
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